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まえ が き

昭和43年皮に当支場が行なった試験研究と，その他の業務の概要をとりまとめ

まし た 。

まとまった試験研究の詳細は，研究報告や関係学会誌などに逐次発表 しており

ますので，この報告の内容は，大部分が業務報告であり，経過報告でありますか

ら，記述はなるべ く簡略にしました。当場の研究業務の概略と，この 1年間の動

きをおわかりいた だき， なんらかの参考になる点があれば幸いです。

試験研究を進めるにあたって，終始ど協力， ご援助を いただいています 営林

局・署，林木育種場，県，大学などの関係各概関のかたがたに深 く感謝しますと

ともに，今後なお一層のきびしいご批判，ご叱正をお願いします。

支場 長 岩 川 盈 夫
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経営 研 究 室 の 研 究 概 要

叩1 －

経営研究室における主なる研究項目は，「森林の構造 と成長に関する研究」と，「外国産マツ類の導入試

験」である。

さらに，「森林の構造 と成長に関する研究」の中にほ，「スギ人工林の構造と成長」，「ヒノキ人工林の

構造 と成長」，「スギ天然生林の構造 と成長」が含まれていて，再掲すれば次のとおりである。

森林の構造 と成長に関する研究

（ 1） スギ人工林の構造 と成長に関する研究

（ 2） ヒノキ人工林の構造 と成長に関する研究

（ 3） スギ天然生林の構造と成長に関する研究

外国産マツ類の導入試験（造林研究室と共同研究）

森林の構造と成長に関する研究では，樹種別に0．2hα程度の固定標準地を設け，これから得 られる単位面

積当りの林分各要素の分析と，これら林分に種々な取扱いを加えた場合，取扱いの相違によって各林分要素

がどのように変化 してゆくかを時系列的に追跡 し，合理的施業法を研究するものである。

昭和34（1959）年度の収穫試験地整備計画では，四国にスギ人工林 8 か所，ヒノキ人工林 4 か所の新設と

既設試験地のスギ天然生林 3 か所，アカマツ天然生林 1 か所，スギおよびヒノキ人工林各 1 か所の継続調査

を決定 した。

新設にあたっては，四国の太平洋岸を束部，中部，西部，瀬戸内海沿岸を東部，西部と四国を 5地域に分

け，スギについては太平洋東部，中部，西部に各 2 か所，瀬戸内海東部，西部に各 1 か所，ヒノキについて

は，太平洋中部，西部，瀬戸内海東部，西部に各 1 か所を計画 し，これまでスギについては，太平洋東部の

魚梁瀬営林署管内に2 か所，中部の本山営林署管内に 1か所，瀬戸内海東部の高松宮林署管内に 1 か所計 4

か所を，またヒノキについては，太平洋中部の須崎営林署管内と，瀬戸内海東部の高松営林署管内に各 1か

所の計 2 か所を新設 し，合計 6 か所の人工林の試験地を設定 し，定期調査を実施する一方，必要に応 じて間

伐を実施 してきた。

また，天然生林については，昭和34（1959）年度の整備計画では，天然生林の既設試験地は4 か所あった

が，現在は 2 か所 しか残 っていない。この2 か所は，魚梁瀬営林署管内の千本山と小屋敷山に故寺崎博士が

1 926年に設定 したスギ天然生林の択伐試験地で，昭和41′（1966）年度から昭和42（1967）年度（1967年 1月

～1967年 8 月）にかけて第 2 回目の択伐を実施 し，択伐前後の成長傾向の把握とあわせて，種子の落下量の

推移や，地床処理別の稚樹の発生消長を把握するための試験を進めている。

外国産マツ類の導入試験は，造林研究室との共同研究で，四国において比較的有望と思われる外国マツ2

種類（スラッシュマツ，テーダマツ）の造林成績，被害状態を把握 し，林分構造の推移と合理的施美方法を

研究する目的で1961年以来，西条営林署の円山，須崎営林署の松の川道の川谷山，奈半利営林署の須川山に

1 ，000本区，2，000本区，3，000本区，4，000本区と植栽密度をかえた試験区を設定 し各植栽区については，主

として樹高調査を行ないつつ，被害のあった場合は被害調査もあわせておこなってきた。なお，円山ほスラ

ッシュマツのみで，他はスラッシュマツとテーダマツである。さらに昭和41（1966）年度は奈半利営林署の

須川山にスラッシュマツの植栽密度区どとに固定標準地を設定 し，昭和43（1968）年度はスラッシュマツの

材積表調製と，テーダマツの植栽密度区どとに固定標準地を設定 した。
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さらに，研究項目にはないが，最近四国西南部の地域開発が大きくとりあげられているが，このような地

域経済において林業がどのような役割を分担できるかという課題への接近を高知県の幡多地区を対象に試み

た。

また，経済企画庁，林野庁が中心になって実施 した特定森林地域大規模開発事業諏査の四国西南地域の調

査に参加 した。

森林の構造と成長に関する研究

1 、スギ人工林の構造と成長に関する研究

魚梁瀬営林署管内の西又束又山収穫試験地の間伐区と無間伐区の林分要素の調査 と間伐区の間伐を実施

し，さらに間伐木と周囲林分より32本を抽出し，樹幹析解をおこない成長解析を進めている。

表－ 1 間 伐前 後 の 林 況
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h α 当 り
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2 ．スギ天然生林の構造と成長に関する研究

本テーマ一に関する試験地は魚梁瀬営林署管内の千本山と小屋敷山にあって昭和41（1966）年～42（1967）

年度にわたって両試験地とも択伐を実施し，実施後の林分について椎樹の発射 肖長の経過を見るため，千本

山には谷から尾根にかけて10m 幅で10標準区を設定 し，交互に地床かきおこし区，無処理区の 2 処理区を，
●● ● ● ●

また，小屋敷山には中央の谷から両側の尾根にかけて20m 幅で27標準区を設定し，順次地床かきおこし区，

地床刈払区，無処理区の処理を施し，各処理区を 9 標準区づつ設定 した。そして昭和43（1968）年度にほ次

のような調査をおこなった。

a ．稚樹発生調査

昭和43（1968）年度に 1 打ぞの椎樹調査区を千本山に 5 か所，小屋敷山に30か所（各標準区に 1 か所）設け，



昭和43年度林業試験場四国支場年報 ー3 －

7 月以降稚樹の発生消長の状態を調べさらに12月には試験区をふやし，千本山に31か所，小屋敷山に77か所

を設け，融試験地で合計 108 か所の調査区について，1968年 1月以降各月の稚樹の発生消長の状況を調査 し

てい る 。

b ．スギ種子の落下量調査

昭和42（1967）年度にひきつづき，千本山試験地に5 か所，小屋敷山試験地に30か所設置した種子収集網

により，1968年 10月より1969年 4 月までスギ種子の落下量を調査 した。

C ．胸高直径 8 cm以下の小径木の調査

昭和42（1967）年度択伐後の胸高直径 8cm以上の針葉樹については調査を実施 したが，昭和43（1968）年

度に8 cⅢ以下の針葉樹について地味処理別に調査を実施 した。結果は義一 2 ～ 4 のとおりである。

（ 都築和夫・佐竹和夫・吉田 実）

表叫 2 千本山試験地における小径木の調査の結果
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義一 3 小屋敷山A 試験地における小径木の調査結果
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（ 3 ．4 ）

（－－）

1 1 9 4

（ 3 0 ．4 ）

）内数字は％

その 百 分 比

、t ツ

2 6

（ 5 ．2 ）

3 2

（ 1 2 ．9 ）

9

（ 6 ．0 ）

6 0

（ 1 3 ．8 ）

3 6

（ 1 3 ．4 ）

1 7

（ 9．7 ）

6 2

（ 2 7 ．2 ）

7 4

（ 2 6 ．1）

3 0

（ 7 ．9 ）

6 1

（ 1 5 ．6 ）

6 2

（ 2 2 ．3 ）

4 9

（ 2 8 ．0 ）

2 4

（ 1 5 ．6 ）

1 6

（ 7 ．6 ）

1 0

（ 1 6 ．9 ）

（－）

5 6 8

（ 1 4 ．4 ）

ガl そ の 他
計

9 0

（ 1 8 ．2 ）

7 0

（ 2 8 ．1 ）

2 6

（ 1 7 ．3 ）

3 2

（ 7 ．4 ）

6

（ 2 ．2 ）

6

（ 3 ．4 ）

4

（ 1 ．8 ）

5 7

（ 2 0 ．1 ）

6 8

（ 1 7．8 ）

1 3 3

（ 3 4 ．0 ）

1 2 1

（ 4 4 ．3 ）

4 1

（ 2 3 ．4 ）

6 7

（ 4 3 ．5 ）

1 3 8

（ 6 5 ．7 ）

2 4

（ 4 0 ．7 ）

（－）

8 8 3

（ 2 2 ．4 ）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（叫 ）

（－）

（－）

（－）

1（三引
（ 0 ．4 ）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

1

（－「）

4 9 6

（ 1 0 0 ）

2 4 9

（ 1 0 0 ）

1 5 0

（ 1 0 0 ）

4 3 4

（ 1 0 0 ）

2 6 9

（ 1 0 0 ）

1 7 5

（ 1 0 0 ）

2 2 8

（ 1 00 ）

2 8 4

（ 1 0 0 ）

3 8 2

（ 10 0 ）

3 9 1

（ 1 0 0 ）

2 7 4

（ 1 0 0 ）

1 7 5

（ 1 0 0 ）

1 5 4

（ 1 0 0 ）

2 1 0

（ 1 0 0 ）

5 9

（ 1 0 0 ）

5

（ 1 0 0 ）

3 9 3 5

（ 1 00 ）
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表－ 4 小屋敷 B 試験地における小径木の調査結果

区
立木 本 数 と そ の 百

スギ 1 ヒ ノ キ I モ

K
 
L

r

N
 
O
 
P
計
一

（）

注

4 1

（ 6 5 ．1 ）

1 7

（ 2 7 ．4 ）

1 6

（ 1 9 ．8 ）

5 8

（ 2 4 ．9 ）

3 8

（ 3 5 ．5 ）

3 1

（ 58 ．5 ）

6 1

（ 5 6 ．0 ）

7 3

（ 9 1 ．2 ）

2 3

（ 5 9 ．0 ）

6 8

（ 5 8 ．1 ）

1 2

（ 44 ．4 ）

2

（ 20 ．0 ）

4 4 0

（ 4 4 ．9 ）

）内数字は％

4

（ 6．3 ）

8

（ 1 2 ．9 ）

8

（ 9 ．9 ）

2 8

（ 1 2 ．0 ）

2 5

（ 2 3 ．4 ）

1

（ 1 ．9 ）

（－）

（¶）

（q ）

（－）

（－）

（－）

7 4

（ 7 ．5 ）

ミ⊥ ＿＿ア

1 0

（ 1 5 ．9 ）

1 4

（ 2 2 ．6 ）

2 1

（ 2 5 ．9 ）

2 3

（ 9 ．9 ）

6

（ 5 ．6 ）

5

（ 9 ．4 ）

2 3

（ 2 1 ．1 ）

3

（ 3 ．8 ）

1 0

（ 2 5 ．6 ）

4 0

（ 3 4．2 ）

1 2

（ 4 4．4 ）

8

（ 8 0 ．0 ）

1 7 5

（ 17 ．8 ）

分比

ガl そ の

8

（ 1 2．7 ）

2 3

（ 3 7．1）

3 6

（ 4 4 ．4 ）

1 2 4

（ 5 3 ．2 ）

3 8

（ 3 5 ．5 ）

1 6

（ 3 0 ．2 ）

2 5

（ 2 2．9 ）

4

（ 5 ．0 ）

6

（ 15 ．4 ）

9

（ 7 ．7 ）

3

（ 1 1 ．2 ）

（－）

2 9 2

（ 2 9 ．8 ）

他（ －）

（－）

（－）

（－）

（H ）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（叩 ）

（－）

（－）

－5 －

一一一

）

一

3

0

計

…

6
…

）

2

0

′
h
V
 
O

l（

）

）

）

）

1

0

3

0

7

0

3

0

0
0
0

3

0

0

〇

一ヽ
）
0

1

2

1

1

1

1

（

（

（

（

）

）

q

ノ

0

0

0

0

0

8

0

1

1

1

（

（

）

∧
u
ノ

0

3

0

1
（

）

7

0

1

0

1

1

（

）

7

0

2

0

1
（

）

0

0

1

0
1

（

瓢

サ
ー

（

川

タト国 産 マ ツ 類 の 導 入 試 験

奈半利営林署管内の須川山にほスラッシュマツとテーダマツの試験地があるが昭和43（ 1968）年度はテー

ダマツについては林分詞査と間伐を実施 し，スラッシュマツについては材積表を調製 した。

1 ．テーダマツの林分調査

本試験地は奈半利営林署須川山国有林 20林班と小班内にあって，1954年 2 月に hα当り4，000本，全休で

1 1，000本が植栽され，1960年 4 月に試験地に編入 されたものである。

当初 11，000本植栽された本試験地ほ，196 1～1963 年の 3 か年にわたり調整間伐を実施 し，1，000 本区，

2 ，000本区，3，000 本区，4，000 本区の各密度区を設けた。そしてこれまでは，主として風害，虫害の状態，

単木の成長状態等を調査 してきたが，1967年 1月の調査より，林分として調査するため，各植栽密度区どと

に，1，000本区は 1 か所，2，000本区～4，000区にほ，それぞれ 2 か所の標準区を設けて調査 した。
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（ 仝 q 巧プ

潔夢
′

図一一一1 奈半利営林署須川山国有林における外国産マツ試験

地内のテーダマツ植栽区図

昭和43（1968）年度は，各種栽区の標準区別に毎木調査を実行し，1967年～1969年の 2 か年間の林分要素

の成長関係を検討 し，さらに，全区にわたり，被害木，枯損木を含めた間伐を施行し，最終的に試験地を整

備し，試験区ごとの今後の施美方針を決定 した。

すなわち，試験地設定当時，－、応1，000本区，2，000本区，3，000木区，4，000本区と区分して設定 したもの

の，分区内の本数はかならず しも1，000 本区～ 4，000 本区の分区標示の密度とは一致していなかった。しか

し，過去 2 年間の成長経過は，当初の大きさに比例 して，平均直径，平均樹高，hα当り断面積はいずれも大

きく成長 していた。結果は表－ 5 から表－ 9 のとおりである。

さらに1969年に間伐を施行 して，間伐直後の残存本数の小さいものより配列 し，最初の 1 区（A 区）を無

間伐とし，後は順次 2個づつ間伐区と無間伐区のペアにして調査観測を続けてゆくことにした。まずF ・G

をペアにして，F 区を鮎間伐区，G 区を問促区，ついでB ．E をペアにして，E を無間伐区， B を間伐区と

し，最後にC ．D をペアにしてD を無間伐区，C を間伐区とした。

なお，スラッシュマツの材積表調製と同じく，これら間伐木，および周囲林分の優勢木の若干を伐倒し，

これらの中より69本を抽出し，樹幹析解をおこない，目下材槙表を調製中である。

表－ 5 テーダマツ試験地の平均直径の推移（1969年 2 月現在）

標準

区名

A

B

C

D

E

F

G

1 9 6 7 年

設定時本数い67年 l

；；；；； i ；；：三

3 ，5 2 9

4 ，8 5 4

3 ，1 2 5

2 ，2 6 2

2 ，7 0 3

1 1．4

8 ．6

1 1． 0

1 3．9

1 2．9

平均

’6 9 年 一成 長 量

1 9 ．4

1 4 ．6

1 2 ．7

1 0 ．0

1 2 ．0

1 5 ．3

1 4 ．2

2 ．0

1 ．2

1 ． 3

1 ． 4

1 ．0

1 ．4

1 ．3

直

成長 率

5 ．4 3

4 ．2 8

5 ．3 9

7 ．5 2

4 ．3 4

4 ．7 9

4 ．7 9

間伐 木
その 他

1 6 ．9

1 0 ．7

8 ． 1

5 ．5

5 ．6

1 2 ．4

1 2 ．5

径 （ c m ）

車
1 9 ．5

1 6 ．2

1 4 ．4

1 0 ．5

1 2．2

1 5 ． 3

1 5 ．9
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義一 6 テーダマツ試験地の平均樹高の推移（1969年 2 月現在）

標準

区名

A

B

C

D

E

F

G

標準

区名

A

B

C

A

B

C

D

E

F

G

計

1 9 6 7 年

設定時本数

1 ，0 1 6

2 ，8 4 9

3 ，5 2 9

4 ．8 5 4

3 ．1 2 5

2 ．2 6 2

2 ．7 0 3

表－ 7

1 967年
設定時
本数

1

2

3

「

・
句

－
d
ハ「

】・・
到

－

一

1

4

2

0

8

－．ヽ
U

’6

平

’6 9 年

8 ．2

7 ．9

8 ．1

6 ．2

6 ．4

7 ．6

7 ．2

9 ．7

8 ．9

9 ．3

6 ．8

7 ．2

8 ．9

8 ．5

均 樹

成

向

長率 l

（ m ）

間伐 木
その 他

現存 木

1 3 ．0 4

5 ．9 5

6 ．8 9

4 ．6 2

5 ．8 8

7 ．8 7

8 ．2 8

テーダマツ試験地の胸高断面積の推移（1969年 2月現在

1 967年

平均 Ihα当り

：：：；；：；！

：：：三；三；書

3 ，1 2 5 i O・ 0 1 0 2 5

1 969年 成長

平均

量

桓

き喜享享量§享§責苦き享！

表－ 8

標

積5

ヂ「

3 ，8 3 1

1 967年
立木本数

1 0 0

2 0 0

1 9 2

1 5 0

1 5 0

1 0 0

1 0 0

9 9 2

注）植栽年 1954年 2 月

林齢 15年

……；…l…；…………三

3 8 ．2

4 3 ．2

4 4 ．4

0

0

1

5

▲n

7

3

0

1

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

′
0

4

1

8

′
h
U

7

2

5

2

′
h

）

7

8

成長率

7 ．4

7 ．2

6 ．6

4 ．4

4 ．3

7 ．7

7 ．8

単位正）

間伐木その他

平均

1 1 ．9 5 1 0 ．0 2 2 8 7

3

3

n

入
U

1

0

0

（

u

7

0

U

O

ノ

7

n

几
U
 
n
人
U

0 ．0 0 9 5 4

0 ．0 0 5 4 9

8

7

（
U

7

4

9

9

2

5

1

0

0

1

0

0

0

1 0．2 2＝）．01257

テーダマツ試験地の本数の推移（1969年 2 月現在）

準区

1 9 69年
間伐本数

泰「 ‾て【‾‾衰
4

5 7

5 3

1 5

5

2

4 8

1 8 4

1 969年 …

塁≡賢j

h α当 り

h α 当 り

9

（

U

7

0

7

7

n

X

U

9

1

∧
u
ノ

ーヽ

リ

3

0

3

（
U
7

1

【

木

平均 Ihα削

2

′
h
U

5

3

1

0

0

′
h
）

l

1 9 67年
立木本数 l 表茂昆 l

1 ，0 1 6

2 ，8 4 9

3 ，5 2 9

4 ，8 5 4

3 ，1 2 5

2 ，2 6 2

2 ，7 0 3

8 0 8 】 2 0 ，3 3 8

本妻 8；；木！

9 7 4

4 8 5

1 0 4

4 5

1 ，2 9 8

i 3 ，7 5 8

1 969年
現在本数

9 7 6

2 ，0 3 7

2 ，5 5 5

4 ，3 6 9

3 ，0 2 1

2 ，2 1 7

0 ．0 0 9 6 3

0 ．0 1 2 4 5

2

0

q

ノ

0

1

2

0

0

0

0

本j

引
「

－
小
山
「

．．
ノ
ー

無

有

有

無

無

無

有

2 9 ．8

4 4 ．0

4 3 ．8

4 2 ．1

3 7 ．6

7

1

2

0

爪
U

4

2



t 」・ 8 －

標準区名

計

仝立 木

本数

本

1 0 0

2 0 0

1 9 2

1 5 0

1 5 0

1 0 0

1 0 0

9 9 2

注）（ ）ほ構成比
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表－ 9 テーダマツ伐倒木内訳（1969年 2 月現在）

間伐
残存 本 数

伐倒 木 内 訳

木】枯

本

）

）

0

〇

．A
】
7

2

4

1

2

（

（

（ 4 5 ）

4 5

（ 1 1 ）

1 1 2

単位％

木倒傾木損

本
わ
3

（

）0

爪
U

71

（

）

）

4

′h
U
 
O
亡
J

1

2

1

1

（

（

（ 3 ） l

（ 2 ） ぎ

5

2

（ 3 ）

3

（ 7 ）

7 1

l
 
l

（

（ 望）i

本
）

4

4

（

）

）

）

（
パ

）
7

0
几U

3

0

5

2

5

2

－．ヽ

U
 
l
l

（

（

（

（ 3 ） ；

享……三重

本
（ 9 6 ）

9 6

（ 7 2 ）

1 4 3

（ 7 2 ）

1 3 9

（ 9 0 ）

1 3 5

（ 9 7 ）

1 4 5

（ 9 8 ）

9 8

（ 5 2 ）

5 2

（ 8 2 ）

8 0 8

計

2 ．スラッシュマツの材積表の調製

スラッシュマツの材積表の調製経過は1968年10月の林学全開酉支部大会で報告 したので，ここでは結論だ

けをのペ る。

スラッシュマツの間伐木と外囲林分より優勢木を伐倒し，81本を抽出樹幹析解し， 5 年前，10年前の皮付

直径，皮付村境を推定 し， これら資料を独立 とみな して，228 個の資料について材積式の適用実験式を決定

し，さらに，直径級10．5cm以下 と10．5cm以上について分散の一一様性を検討し，一様性が認められなかったの

で，各直径級 どとに回帰係数， 回帰定数を算出して， 直径級別材積推定式を決定 し，材積真の数値を算出

し，直径級の継目は 5点平均 し，さらに，この数値が対数式をもとにし真数に変換 した材積であるため，修

正係数を乗 じ材積表の数値を修正した。

直径 級

5 ．5 ～ 1 0 ．4 c m

l O．5cm以上

推定 式

1 0 g （Ⅴ ×108） ＝ 2．19 5 6 1 5 十1．67 9 9 9 1 10 g D ＋0．71 1 9 5 0 9 lo g H

l o g （Ⅴ ×10 6） ＝1．96 1 3 4 4 十 1．90 2 3 8 1 10 g D ＋0．74 9 8 3 9 1 10 g H

残差 分 散

0．2 2 4 1 7 3 ・ 1 0 ‾ 5

0．7 8 7 6 3 6 ・ 1 0 ‾ S

つぎに，高知営林局が調製済のアカマツ材旗表 と，このスラッシュマツ材積表の適合度の検定を次式によ

りおこな った。

F ＝上野二地（旦二旦里ゼ拠 ）＿（β二坦土星地
2 g（ッ 一点 一 ろヱ）2

ダ＝0・9190＜ ダ書26（0・05）＝3・035
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その結果，供試資料の直径階の範囲では，有意水準 5 ％で 両方の材墳表の問に有意差は認められなかっ

た。

（ 都築和夫・吉田 実・佐竹和夫）

特定森林地域大規模開発事業調査

本年，経済企画庁，林野庁が中心とな って，特定森林地域大規模開発事業調査が，北上，中国，四国西南

の3 か所で実施され，四国西南については，高知，愛媛の両大学が担当された0 そして，この調査の若干の

部分に参加した。報告書は追って出される予定である○

（ 都築 和夫）

地域 林 業 の 分 析

このテーマは，本場経済研究茎の高木技官との共同研究である○

最近，高知県西南部の地域開発が大きくとりあげられているが，このような地域経済において林業がどのよ

ぅな役割を分担できるかとい う課題への接近を，林業生産，公共投資の実態と林業地育成機能に焦点をお

き，高知県幡多地域の地域林業の分析を試みた。

すなわち，高知県の西南地域の大部分を占める幡多郡一帯は，昭和30年（1950）代の中頃まで木炭生産の

主産地を形成 してきた。しかし，燃料革命にともなう薪炭材需要の激減は，この地方の木炭生産の停滞，減

少を余儀な くさせた。

このことほ，従来までこの地域の経済を支えてきた，木炭生産を中心とした林業生産のもつ性格と役割を

大きく変え，ただ単に木炭生産を中心とした林業生産が，地域経済を貢えるための重要な柱ではなくなった

ということだけにとどまらない0 なぜならば，幡多地域の経済ほ従来から今 日に至るまで，この地域でほ第

一次産業への依存を強めてきたがために，この地域の今後における経済振興の鍵は，地域の農林業進展の可

能をいかにひきだし，かつそれをいかに定着させるかにかか っている0

すなわち，本地域にほ木炭生産の減退にともなう広大な面積の低質広葉樹の未利用森林があり，この地域

におけるこれらの低位な林地利用が地域経済を振興させ，地域の山村住民の所得，福祉を向上さすうえで大

きなネックとな りつつある0 これを打開するためには，地域の大部分を占める林地を高度に利用して地域林

業を育成 してゆかなければならない0 そのためには，この地域における林業進展の可能性をつぎの諸側面に

おいて，問題点の摘出との関連で解いてゆ く必要がある0

それにほ，まず，広大な未利用低質広葉樹林地に対する拡大造林を推進 し，用材生産の基礎づ くりをすす

め，また，広葉樹林地のうちの一部をしいたけ原木に通するように樹種更改 し，しいたけ生産のための基礎

っくりをすすめ，さらにまたこれら生産地側の条件整備を市場側の条件に適応させてゆくために，流速過程

における問題点を整理し，その改善点を見いだし，同時に，林業経営（用材生産，しいたけ生産などを生産

部門とした）を育成し定着化させる契機をつかむ必要がある0

そして，さきにも述べたどと く，この地域の経済は，農林業部門に強 く依存 しているため，上述 した用材

生産や しいたけ生産などの進鮎によって，林業地育成化を推進 させることは，とりもなおさず，この地域の

経済を振興させる緒ロになるであろう○

この地域振興という課題，すなわち，幡多地域振興という課題のための計画目標を達成するためには，つ
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ねに地域林業の実態に立脚 しながら，目標達成のための手段の選択と，目標と手段との相互関連をできるだ

け具体的に措いてい く必要がある0 ここではこの課題達成の方向に向けるに有効な，公共投資活動の実態と

その性格を明らかにし，前述 した特性をもつ この地域の林業発展を 支えている制度的，経済的側面を吟味

し，また，公共投資など地域経済の振興のための制度的条件を実際に操作する行政担当者をはじめ，その条

件のもとで林業生鼓をすすめる個 々の生産担当者，およびそれらの集団，ならびに加工，流通担当者等，要

するに，この地域における上述 した林業地域育成に関与する各担当主体が，その育成のために各 々がもって

いる機能をどのように発押 しているかについて明らかにした。なお，詳細は後 日報告する予定である。

（ 都築和夫・高木唯夫）

造林 研 究 室 の 研 究 概 要

造林研究裏の研究課題は大きく育種，更新，保育の 3 つにわけられる。

育辞に関する研究は「交雑および倍数性育種」という課題の下でおこなわれているが，内容としては，マ

ツ類と広菓樹（特にハンノキ類）の交雑および倍数性育種がとりあげられている。研究内容の性格から，短

期間に成果をあげることば困難であるが，育成中の各種母材料について， その特性調査を おこなうと とも

に，交配を試みており，結実のみられたものについてはF l植物の養苗をおこない，一部 こついては山出し

を実施している。

更新に関する研究としては「アカマツ更新試験」が これまでアカマツについておこなわれた研究成果をもと

に，四国地方におけるアカマツ更新技術改善の基礎資料を作る目的で事業的な規模でおこなわれており，ま

た，更新樹種の生理的特性を明らかにし，造林樹種選定の基礎資料とするために「主要樹種の生理的特性に

関する研究」がとりあげられている0 さらに，更新地の地ごしらえに関連 して「林地除草剤に関する研究」

として，西日本に多いシダ類（特にウラジロ，コシダ）を主たる対象として，除草剤散布後の植生の変化を

中心に研究をすすめている。

保育に関する研究としては「森林の保育に関する研究」という課題の下で，スギ幼令林現存量および リタ

一畳の季節変動の調査，テーダマツ試験林の間伐にともなう現存量，生産量の調査，二段林の現存量調査を

おこなうと共に，二段林上木の間伐試験地，同じく枝打試験地の設定を実施した。また四国地方に適用する

スギ，ヒノキ林分密度管理図の禍整資料を集めた。

以上のほかに「まつ くいむ しによるマツ類の枯損防止」として全国的な規模で計画されている研究の根系

調査，異常生理等を保護研究室土壌研究室と共同で分担している。

交雑 お よ び 倍 数 性 育 種

この試験は，日本産ならびに外国産マツ類およびハンノキ類について，それぞオ1 の梗問交種と，これらの

郁子を薬品処理 して育成 した倍数体を用いての交雑により，成長がよく適応性の広い品種を育成 し，これら

の細胞遺伝学的特性ならびにその他の諸特性を調査研究することを目的として行なっている。

マツ類‥‥‥四国地方で選抜されたアカマツ， クロマツ精英樹 ならびに外国産マツ類（10年生木） につい

て，1963年から種間交雑を実施 してきた。 当初は着花 クローン，着花数ともに少数であったが，1967 年頃

から次第に増加 し1 部のものについては 1 組合せ当りの数を多 くすることができるようになった。

昭和43（1968）年度の実行は，総交雑花数5，245，組合せ数65である。 また昭和42（1967）年度の交稚から

得られた種子は 9，72 3粒であった。
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なお，今までの交頚掛こより得られた F l は，昭和42（1967）年度は312本，昭和43（1968）年度は159本，

昭和44（1969）年度は 100本で，それぞれ比較検定のために山出しをおこなった0 それらの活着ほ良好でそ

の後の経過を観察中である。

倍数体を用いた交雑では，今までのところ充実種子を得ることはできなかった0

ハンノキ類…・‥昭和43（1968）年度は，交雑母材料として蒐集，育成中のもののうち，A J乃α∫Crg椚α∫ねgツ′王e

他数種について m eiosis の調査および coIchicin e 処理により育成 した A ．わ壬β丘〟刑αg 他 3 種の倍数体の特

性調査をおこなった。

また，A ．c柁桝α如 甜 乃g 他 5 種について種問交雑をおこなった結果， 1組合せ当り1～3 8 の種子を得

ることができ，現在これらの種子を播種し養百中である。

昭和44（1969）年度 もひきつづき交雑をおこなうとともに細胞遺伝学的な調査とあわせて諸特性調査を実

施する予定である。

（ 中平幸助・官本伶仁）

主要樹種の生理的特性に関する研究

四国地方の主要造林樹種であるスギ，ヒノキ，アカマツを主体として，これらの樹種の生理的な特性を明

らかにし，造林樹種の選定等更新保育の基礎を与えることがこの研究の目的である○

林木の耐薬性，耐凍性，耐虫性等その他いろいろな事象を樹種品種の特性の段階で蛋白化学，酵素化学，

呼吸量等の面から明らかにするために，機械，器具の整備を実施 し，供試資料の準備をおこなうと同時に予

備実験を開始 した。

また除草剤との関連で，施肥が苗木の耐薬性に与える影響について，おもに苗木の根端の呼吸能の面から

模索 してみたところ，スギ，ヒノキの抹香苗における施肥処理の際の肥料の種類によって耐薬性にちがいが

みとめられ，スギ苗木では石灰，ボル ドール液等による C a イオンの体内へのとりこみ，ヒノキ苗木では複

合肥料による施肥がある程度薬害を少な くするために有利でありそうで， さらに高次の実験を 予定 してい

る。

他方昨年度に引き続いて四国内の寒害の実態をより的確に把握するために，再度高知営林局ならびに各県

林務課を通じて， 管内各営林署の担当区，各県の林業技術普及員の 方々に実態調査を 依頼したところ， 計

1 93件の報告があった。この結果については，「再び四国地方の寒害について」 高知林友 507，P・ 1 ～11，

1 969にとりまとめ報告し，また「巨ヨ国地方における昭和42年度の寒害の実態」第19回 目林関西支講集 P・10

～12，1968に報告した○そのなかで，巨視的には600 m 以上の海抜地域を寒風害の発生危険地帯とし，なお

この地域内で方位が 北偏斜面の 20～30 皮の傾斜をもった尾根または斜面上部のところを危険地帯と結論 し

た。

（ 詐藤 明・安藤 貴）

林地 除 草 剤 に 関 す る 研 究

労働力の逼迫にともない，地掃え，下刈 り作業の省力化が急務とされているが，森林植生，林業の作業形

態に応 じた薬剤の選択と効率的な使用法に検討を加え，新 しい作業体系の基礎を作るのがこの研究の目的で

ある。
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昭和43（1968）年度には，昭和41（1966）年度な らびに昭和42（1967）年度にウラジロ，コシダ群落に除

草剤を散布 した試験区におけるその後の再生調査と昭和43（1968）年度にあらたにおこなった現地適応試験

の枯殺効果の調査をおこなうとともに，ススキ，チガヤ群落に対 しては 肥料 と薬剤の混用試験を おこなっ

た。

1 ．ウラジロ，コシダ枯殺試験

1 ）枯殺スクリーニングテス ト試験地の再生調査

須崎営林署管内松の川道の川谷山国有林で昭和41（1966）年度に散布 した試験地のその後の残効性をしら

べるために再生調査をおこなった。試験地はコシダを主としウラジロが若干混生 し，またアラカシ，シイ，

ミツバツツジなどの小低木類が点在している。上木はな く，南西面で日あたりがよい。薬剤の種類，散布量

およぴこれまでの紅果は表－11のとおりである。

効果の判定は，地上部の褐変枯死菓の面積パ仙セントから次のように判定 した。

1 ％以下 十， 1 へ′5％ 1 ／， 5 へ′25％ 1 ， 25～50％ 2 ， 50～75％ 3 ， 75～100％ 4

トリバック10A ，イクリン70は散布後速効的に効果をあらわし，なおかつその残効性が顕著である。 トー

ヒP A 13は 2 年経過後に効果があらわれ，遅効的薬剤であるようだ。グラスレス2 号の残効性は2 年にかぎ

られ るよ うだ 。

義一11 スクリーニングテス トの再生調査

散布 日：1966年 5 月20日 試験区 ：25Ⅱfの2 回線返 し

薬剤 分
剤

型
植生

ト1；ゞクITBAlO％胤 コシダ

トp左13ヒtA恐0％ぎ粉】冒ラ品点差

ワン筈ツチ】瓜認0％胤 三ジ妄言呂

イク リ ン

7 0

グラスレス
2 号

ウェル ゼ ン

5 0

〝

A M S 80％
T B A 3．5％

M C A 50％
ほか

T C A 50％

h（1当り 事 効 果

散布量l19管二29門塁：21【19腎：171

1 5 0 0 8

〝

／／’

〝

粉

コシ ダ 90
ウラジ ロ 10

コシ ダ
ウラジロ点在

コシ ダ

粉t コ シ ダ

十

4

＋

ウラ冒ロ‡ウラ冒ロ

十

4 44

＋

t ＋

十

1 9 6 8 ．

1 0 ． 7

4

2

十

備考

再生10％

ウラ ジ ロに

効果あり

コシダに
効果あり

l

十

十

はとん ど
再生

再生10％

ほとん ど
効果な し

2 ）現地適応試験の再生調査

昭和41（1966）年度に実施した現地適応試験のその後のシダの再生状況，植生の変化，低木，高木（アカ

マツ）への影響などを表－12に示す通 りしらべてきたが，昭和43（1968）年度はこの表－12に示す試験区の

うちからとくに効果のいちじるしか ったグラスレス2 号散布区に 4 月上旬にヒノキを植栽しその後の埴生の

変化をしらべた。

試験地は西条営林署管内円山国有林（主としてコシダ群生地，ウラジロもあり）である。
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表－12 コシダ（円山国有林）の再生調査

散布 日：1966年 9 月 1 ～ 2 日，試験区 ：10 a の繰返 しなし，T C A のみ 5 a

薬 剤

イク リ ン 7 0

グラスレス 2号

剤塑
孟三豊‡芸≡

粉 2 0 0 0 昏

〝

トリバ ッ ク1 0 A 〝 〝

ゥェルゼン 50 一粒 妻 〝

1 0 a

〝

〝

5 a

4 1．

効

－13 －

果

1 0 ． 2 0

はとんど効果なし
ウラジロには顕著

十

4 2 ． 1 1． 2 9

はとんど反応なし
ウラジロは回復

コシダには反応が僅少
ウラジロには顕著

4

効果は大きいが
アカマツ小低木に薬害

反応な し

4

十

コシダ 100％枯死
ウラジロ90％枯死

ウラジロ，コシダ全滅
マツに薬害

反応なし

グラスレス2 号散布区の 1d 当りの雑草の種類，現存量（生重量）を1968年10月12日に調査 したところ，

ワラビ 257 8 ，ウラジロ 13．2 8 ，ススキ 9．58 ，サル トリイバ ラ 4．5 8 ，木本植物 4 音

程度の現存量が発生 していた。シダ類の再生量ほ僅かであったが，ワラビによって優占され，ヒノキの成長

期に下刈 りが必要であったものと判断される。

なお，1968年10月12日の調査時には，植栽木のヒノキに対する薬害はみとめられていない。すなわち散布

後2 年を経過すると薬害の心配がなさそうである。

3 ）刈 り払い併用散布試験の再生調査

須崎営林署管内松の川道の川谷山国有林で昭和42（1967）年度にメリり払い直後薬剤散布区と通常散布区の

比較試験をおこない，その残効性のちがいを しらべた。試験地はコシダ群生地であるが，ウラジロが一部点

在し，シイなどの小低木もみられる。上木はなく南西緩斜面で 日あたりがよい。

薬剤は トリバ ック10A （T B A lO％）で，散布量および調査結果は，表－13のとおりで，昨年度の結果 も

あわせて示 してある。

トリバ ック10A の残効性は，刈 り払い併用散布によって顕著な効果を示 したが，XUり払い無散布区におい

ても除草効果がいちじるしかった。

表－－－13 刈 り払い併用試験の再生調査

散布 日：1967年 6 月27日，試験区 ：25Ⅰゴの繰返 しなし

月巴処

区汀
忙
－

放

刈り払い区

⊥

a 当 り

散布 量

0 8

7 0 0

1 5 0 0

3 0 0 0

0

7 0 0

1 5 0 0

3 0 0 0

効

1 9 6 7 ． 9 ．

l

果
備

1 9 】 1 9 6 8 ． 1 0 ． 7

3

3

3

3

0

1

2

4

4

4

4

4

シイに薬害

雑草点在

ススキが一一部

考

ハゼ，クス枯死，ススキー部あり

雑草点在，ヤマイモ，アカメガシワ，サ
ルトリイバ ラ， へ ク ソ カズ ラ
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4 ）現地適用試験

試験地は，窪川営林署管内新道山国有林で，コシダ群生地であるが，ウラジロが 2 ～ 3割程度混生 し，ヤ

マザ クラ， リヨウプ，ウ ラジロガシ，サ カキ， クロガネモチ，ヤマ ビワ，ネジキ，ヤマハゼ ，イ ヌガ シ， タ

マミズキ，ヤプムラサキ，スダジイ，タイミンタチバナなどの低木類が点在している。

用いた薬剤と散布量および枯殺効果は，表－14のとおりである。また10月 8 日の各処理区の 1 Ⅱf当り枯死

本数は表－15のとおりであった。

トリバ ック10A の効果が顕著で，またショーメー トははとんど効果がなかった。同じA M S 系薬剤の1013

と102 3は効果があった。

この試験地には19 69年 2 月ヒノキの植栽をおこない，シダ類の再生ならびに植生の変化を観察する0

表－14 現 地 適 用 試 験

散布 日：1968年 6 月 1 日， 8 月15日

試験区 ：100Ⅰゴの 3 回繰返し，

薬剤

ショ ー メー ト

トリバ ック10 A

1 0 1 3

1 0 2 3

剤型 1散布月

徽
粉

6 月

8 月

a 当 り

散布量

1 ヲ0昏∃

微
粒

液

∧／

6 月

8 月

6 月

6 月

〝

〝

2 0 0 0 c c

A M S 系の1013，1023は25Ⅰぜの繰返 しなし

効

1 9 6 8 ． 8 ． 1 5

4

果

1 9 6 8 ． 1 0 ． 8

1

1

4

4

4

備考

まきむ らあ り
効果あっても半枯れ
ウラジロに効果あり＿三々雌 ⊥＿
全枯れが大部分

ウラジロ，コシグ共に効
果あり

ウラジロ 100％枯死
コシダ 7へ′8 ％残存

ウラジロ95％枯死
コシダ10％残存

表－15 1 Ⅰぱ当り枯死本数（1968．
－■■■－一 －－ －一 一一一・－ ・－－1－ －－ ・－－－－－ 一一一一刑 －一爪 －一刑 －－－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一・・・・・〟 ■■－ ‾‾▼■▲■■‾‾‾－－ 一 一 － －一一 － － － － 一 － － － 一 －【 － － － －－ －－ Ⅶ － －－－ 】 ・ 耶 ” －－ ‾ ▼■■■■▼‾■■■■■▲▲■■■▲■■■■

薬剤

ショ ー メ ー ト

トリバ ック10 A

散布 月

Ⅰ

月

月

月

■

1

－

一

種類

ウラ ジ

コシ

ウラ ジ 汁－－－
コシ ダ

活

ウラ ジ ロ

コシ ダ

ウラ ジ ロ

コシ ダ

1 0 ． 8 ）

半枯 全 右
2

5 2

3

4 6

0

0

本

一］
1

1

0

3 1

1

7

4
2
丁

35
5

5
3

数

2 ．ススキ枯殺試験

1 ）肥料と薬剤の混用試験

支場構内のススキ（チガヤも含む）群生地に，1968年 5 月16日に肥料を散布 し，それから5 日後の21日に
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薬剤の散布を実施し，その後の枯殺効果を調査した。試験地は上本はなく南緩斜面で日あたりがよい。

薬剤，肥料の種類，散布量および調査結果は，麦－16に示すとおりである。

施肥跡地に薬剤を散布 した場合にどの程度の効果に対する相殺作用があるのかをしらべるのが 目的であっ

たが，10月 2 日に現存真の比較をおこなったところ，無音施肥区で，現存量が少なかった。山方 ウエルゼ ン50

は硫酸加里 と苦土石灰によって現存量の増加がみられず，クロレー トはりん安加里によって，クロレー トF

E は苦土石灰によって現存量は影響を受けなかった。

（ 斎藤 明・竹内郁雄・安藤 貴）

表－16 肥 料 と 薬 剤 の 混 用 試 験

試験区 ：25Ⅱfの繰返 しなし

肥一 料

無肥 料

硫酸 加 里

苦土 石 灰

！

】

】

】

りん別 口里 1
1

肥料 の

a 当 り

散布 量

3 0 0 0

′′

〝

1 0 0 0 0

〝

〝

1 2 0 0 0

′′

′′

8

薬 剤

；三ノニ5ごヨ
クロレ げ E 】

ウェ ル ゼ ン50

クロ レ ー ト

クロ レ ー トF E

ウェ ル ゼ ン50

クロ レ ー ト

クロ レ ー トF E

薬剤の

a 当 り

散布量

8

1 5 0 0

〝

〝

〃

〃

〝

〝

〝

〝

l

ウェ ル ゼ ン50

クロ レ ー ト

クロ レ ー トF E ≡弓

但し、りん安加里は組成10－・14－13の複合肥料である。

調査結果 1968．10．2

効果

3

3

3

3

2

2

3

2

3

2

3

2

1 Ⅱf当り現存量
（ 生重）

括】 枯 1 広雉
9

3 4 0

2 1 0

2 1 0

0

0

0

0

0

′
L
U

8

1

‘
U

4

0／

n

）

2

3 8 0

1 3 0

6 2 0

3 2 0

5 2 0

8 1 昏

9 2 0

8 6 0

7 0 0

0

0

0

5

0

0

5

′
hU
 
A
T

03′
八U

4 5 0

6 5 0

；：： l

叫

1 0 0

5 0

備

茎の腐蝕が著るし
い

茎の腐蝕がいちじ
るしい

アカ マ ツ 更 新 試 験

（ 愛媛県林業試験場，高知営林局と共同試験）

アカマツの更新のあり方を環境条件に応 じて検討を加え，その試験実行の結果を施業改善に役立てようと

するもので，林業試験研究推進体制近畿・中国・四国地区協議会の共同研究であるアカマツ林施業改善調査

の成果．および過去における多 くの研究成果が，施業上どの程度に活用しうるかを再検討するために，昭和

4 1（19 66）年度より開始 している。

試験設計については昭和41（1966）年度林業試験場四国支場年報を参照されたい。

昭和43（1968）年度は，前年度に引き続き，種子の落下量を調査するとともに，稚苗の発生消長関係を詞
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査した。1968年 10月～1969年 3 月の間の種子落下量は，一部の調査区で，どくわずか認められたが，大部分

では皆無であった0 また，稚苗は昭和42（1967）年度落下種子により若干の発生をみたが，その一部は年度

内に消失 した。

（ 安藤 貴）

森林 の 保 育 に 関 す る 研 究

この研究は単層林，二段林などの生産構造などを調査 し，その成長解析をおこなって森林の保育作業の体

系化をはかるための基礎資料としようとするものである。昭和43（1968）年度には，スギ幼齢林の現存量お

よび リタ一畳の季節変動，ニ段棟の現存量調査をおこなうと共に，上木の間伐試験地，同 じく枝打試験地の

設定をおこない，また成立密度の異なるテーダマツ林の現存量，生産量の調査を実施 した0

1 ．スギ幼齢林の現存量およぴりタ一畳の季節変動

森林の生態学的研究の一つ として，森林の生産力や生産構造について多 くの研究がおこなわれ，応月］的に

は保育作業の基礎 とされているが，現存量の季節変動についての資料はきわめて乏 しい。そこで1967年 4 月

以降本山営林署管内中ノ川国有林 102林班の 14年生ヤナセスギ造林地で，現存量の季節変動を菓量・落枝量

との関連において調査した。

調査法は立木64本を含む標準地を設定固定 し， 1 Ⅱfの方形のリクー トラップを13個設け，隣接の環境条件

や成長条件のほぼ等 しい林地の林木を，標準地の胸高直径の分布に応 じて1967年 4 月以降，1967年虔はほぼ

5 0日どとに，1968年度は 5 月と 8 月に 5～ 8 本づつ伐倒 し，層別刈取法に準 じて幹・ 枝・葉の重量を測定

し，ほぼ50 日どとにリターの回収をおこない，1969年 4 月最終伐倒調査をもって調査をうちきった0

標準地の設定，リタートラップの設置は1967年4月25日におこなったが，その時の林分の概況は，平耶 才

高10．3m ，平均胸高直径14．3cm，密度3011本／h8，胸高断面積51・2Ⅱf仙 ，幹材硫262d 仙 であった。

伐倒調査資料は整理中であるが， リクー量の季節変動は 表－17 のとおりである0 季節変動のバターンほ

1 967年も1968年も大 きな違いはないといってよいが，量的には大差が認められた0 すなわち，196 7年 4 月25

日から1968年4月23日までの1年間のリクー量を乾量で示すと菓6・720 t′／hG，枝1・410t仙 ，その他（樹

皮，球果，種子など）0．110 t仙 ，計8．240 t／払 1968年4月23日から196q年 4月21日までの量は菓2・576 tハ氾，

枝0．527 t仙 ，その他0．440 t加 計3．543t仙 で，1967年度のリタ一畳は1968年度の量の2・3倍であった0

（ 安藤 貴・竹内郁雄・宮本知子）

表山17

1 9 6 7

6 ．1 6 ‡ 8 ． 7 t 9 ．2 1 i l l ．4 1 2 ．2 2

リク ー 量 の 季 節 変 動

1 9 6 8

3 ．1 1 1 4 ．2 3 6 ．14l8・12い0・1い1・191 ． 6

9 6 9

2 ． 2 3 4 ．2 1

落葉

落枝

その他

計

0 ．

＋

4 ．9 3 6

1 ．0 7 1

＋
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0

3

．0

十

8

4

2

5
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2 ．ニ段林の現存圭と生産構造

人工二段林を造成するためには，単層林に比べ高度の育林技術を必要とするが，その基礎となる資料ほす

こぶる乏 しい。そこで昭和42（1967）年度より，愛媛県林業試験場と共同で，二段林の造成ならびに保育技

術の基礎資料を集める目的で，愛媛県上浮穴郡久万町の人工二段林を対象に，その現存量と生産構造の調査

を始めた。

昭和43（1968）年度は，ニ段林の下木に対する光の調節を人為的におこなう方法として，上木の間伐と枝

打ちが考えられることから，上和 9年生スギ，下木37年生ヒノキの二段林に上木の間伐試験地を設け，上木

9 年生スギ，下木 5 年生スギの二段林に，上木の枝打ち試験地を設定 し，その現存量ならびに生産構造の変

化を調査 した。

間伐試験地は上木の密度が 333～467木／山の範囲にある林分を残存密度で 167本／山，300本／山，433本／山

に間伐 したもので，その概況ならびに間伐による現存量 と上下樹冠部（地上9．2m ） の相対照度の変動を表

－－－18，19に示す。

義一18 二段林上未聞伐試験地の概況

P lo t

ⅩT 一－1

K T － 2

上木

下木

上木

下木

上木

下木

K T － 3

区分

間
伐
前

間
伐
後

上木

下木

間伐

密度 胸高直径 樹 高

前

断面 積

（ m ） （ d ／h α）（ 奉迎＿＿」些］ ＿㌦ 一］
3 3 3 3 7．9 2 5 ．0 3 8 ．3 3

8 8 3 1 0 ．0

3 8 3 3 6 ．1

9 5 0 1 0 ．5

4 6 7 3 1 ．7

8 8 3 1 0 ．2

9 ．4 7 ．1 9

密度

間伐

胸高直径

＿」 些）＿＿＿

1 6 7 4 1 ．9

8 8 3 1 0 ．0

2 3 ．6 3 9 ．5 8

9 ．6 8 ．5 4

2 2 ．3 3 7 ．3 3

9 ．0 7 ．9 0

3 0 0 3 6 ．2

8 6 7 1 0 ．6

4 3 3 3 1．7

8 8 3 1 0 ．2

後

樹高 断 面 積

一山 ／垣1
2 5 ．8 2 3 ．1 1

9 ．4 7 ．1 9

2 3．7

9 ． 8

2 2． 3

9 ．0

表－【19 間伐による上木の現存量と下木樹冠部の相対照度の変化

P lo t

K T － 1

K T － 2

K T － 3

K T t l

K T － 2

K T － 3

幹材 積

（ 垂∠拉
4 2 1．8

4 2 4 ．5

4 1 0 ．9

2 5 0 ．8

3 3 4 ．7

3 7 9 ．7

重

上垣）＿

1 3 7 ．7

1 4 5 ．1

1 4 8 ．4

L 昌一1豊這－1笠 L
1 4．3

1 4．1

1 2 ．9

7 8．4

1 1 4．2

1 3 7．4

8 ．8

1 1 ．2

1 2 ．0

1 5 ．6

1 6 ．5

1 7 ．1

8 ．8

1 3 ．0

1 5 ．8

1 6 7 ．6

1 7 5 ．7

1 7 8 ．4

9 6 ．0

1 3 8 ．4

1 6 5 ．2

3 1．2 2

7 ．8 8

3 4 ．6 3

7 ．9 0

地上9．2m の
相対 照 度
＿▼＿臥

9 ．0 ＊

4 2 ．9＊＊

2 5．6＊

1 9 ．3 ＊＊

＊1967年11月測定 ＊＊1969年 4 月測定

枝打ち試験地の上木は3，600～3，800本／hG とほぼ密度の一足 な林分に設け，枝打ち後の枝【F率が55，65，

7 5％となるように枝打ちした。 その概況ならびに技打ちによる現存量と下木の樹冠部 （地上2・2m ）の相対

照度の変動を表－20，21に示す0

（ 安藤 貴・竹内郁雄・斎藤 明・宮本知子）



－1 8 －－

P lo t

K O －11

K O － 2

K O － 3

P lo t

下木

上木
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表一－20 二段林上木枝打ち試験地の概況

密度

＿（本／垣）

3 8 0 0

4 7 0 0

胸高直径 樹 高

一姓 叩＿（p）＿”
8 ．7 7 ．3

（ 3 ．6 ） 2 ．7

枝下 高 （m ）

枝打ち前 枝打ち後

4 ．0

技打ち後の
枝下 率

（ ％）

4 ．1 5 5

木

木

下木

葛上 木
1

l 下 木

3 6 1 7

4 6 9 4

3 6 1 7

4 6 9 4

9 ．2 7 ．4

（ 1 ．8 ） 1．4

9 ．3 7．9

（ 1．7 ） 1 ．4

3 ．0

3 ．2

4 ．8

5 ．9

6 5

7 5

表－21 枝打ちによる上木現存量の変動 と下木樹冠部相対照度の変化

幹K O － 1

K O － 2

K O － 3

枝打ち前現存量（t仙） ！枝（キ′孟）後 枝（守／孟）量順壷2・～還デ相対
枝菓

3 0 ．1 4 2 ．9 9

3 0 ．8 3 5 ．5 2

3 4 ．7 7 5 ．6 1

9 ．1 6

1 5 ．5 8

1 5 ．7 4

地上部 ‡ 枝

4 2 ．2 9

5 1 ．9 3

5 6 ．1 2

2 ．6 5

1 ．7 2

0 ．9 6

葉

拉」

枝葉

0 ．3 4 0 ．9 9

3 ．8 0 1 0 ．0 3

4 ．9 2 1 3 ．3 0

枝打ち前 枝打ち後

3 0 ．5 3 5．0

8 ．6 4 0．0

8 ．2 5 4．5

5 ．テーダマツの現存主調査

奈半利営林署管内別J‖山国有林20林姓のテーダマツの試験地（詳細は外出マツ導入試験 5 ～ 8真参照）の

間伐に際し，現存量等の調査を間伐木および周囲林分から標本木を選んで実施 した0 現存量などは嘉一22の

とお りであ る。

（ 安藤 貴・竹内郁雄・宮本知子）

表－22 テーダマツ林の概況と現存量

B C D

概

況

密度 （本／hG）

平均 胸 高 直径 （cm）

平均 樹 高 （m ）

平均 技 下 高 （m ）

胸高 断 面 積 （ポ／hG）

現

存

Fヨ

幹材 積 （d ／hG）

幹

＊

＊

＊
年
年

当
旧

′
く

・
、

枝

室

山
／

乾

い

当

旧

′
－

く

I

、

菓
年
年

芸子是＊‡
全体 f

9 7 6

1 9 ．6

9 ．8

3 ．5

3 0 ．0 8

1 1 8 ．9

5

2

7

4

2

4

1

0

5

0

4

1

6 2．0

1 7 ．7

7 9 ．7

2 6 4 9

1 5 ．4

8 ．9

4 ．1

5 1．4 2

1 9 3 ．9

0

3

3

0

2

2

1

1

r

rJ
 
O

8

．

1

2 6 0 7

1 5 ．1

9 ．0

4 ．5

5 0．0 7

3442

1 0 5 ．2

1 ．6

1 0 ．9

6 ．7

0 ．6

9 9 ．8

2 8 ．5

1 2 8 ．3

1 2 5 ．0

3 5 ．7

1 6 0 ．7

＊：当年伸長部分のみ。＊＊：当年成長量を含む。＊＊＊‥T ／R 率3．5として地上部重より求めた0

3 0 5 2

1 3 ．5

9 ．8

5 ．0

4 7 ．5 1

2 2 5 ．5

9 8 ．0

1 ．4

1 0 ．2

6 ．0

0 ．5
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土壌 研 究 室 の 研 究 概 要

土壌研究室においては森林土壌，林地肥培，古畑の土壌肥料の 3 つの課題について研究をすすめている。

森林土壌については，昭和42（1967）年度に現地調査を完了した「林地生産力に関する研究」の理学的性

質についての分析を行ない， －・括とりまとめを行ないつ あゝる。 さらに 「四国地方の森林土壌に関する研

究」として，四国地方の環境区分と地域的な土壌特性を明らかにするため研究を進めている。また急斜地が

多く温暖多雨な四国地方においては， 植伐の繰返 しによる地力低下の問題は充分に留意 しなければならな

い。このため，伐採による林地土壌の変化ならびに次代の造林から伐採にいたるまでの土壌の変化を追究す

る目的で「地力維持に関する研究」を，さらに昭和43（1968）年度から全木集材跡地土壌の変化と土壌流亡

を把握するための「全木集材と地力変動」をとりあげて研究を進めている。このはか，経済企画庁からの委

託による 5万分の 1 地形図丸亀図幅「土地分類基本調査」のうち，林地部分の土壌調査を行なった0

林地肥培については，「林地肥培の体系化に関する研究」として，助命林から成木林にいたるまでの肥培

方法の検討を行なっているが，昭和43（1968）年度は連続施肥試験地，中令林施肥試験地および土壌ごと苗

木形状どとの施肥効果の管理検討を行なった。

宙畑の土壌肥料では「酋畑土壊に関する研究」として，特徴のある国有林西畑を選び，同一試験設計によ

る肥料試験の最終年度（ 3年 目）の調査を行なった。また酋畑土壌の理学性の改良としてさかんに使われる

オガ屑堆肥施用土の理化学性の検討を行な った。つぎに苗畑における施肥法を検討するため「古畑施肥に関

する研究」 として， 施肥量の多少 ことに要素の 過剰や欠乏による土壌， 苗木中の養分の変化を追究してい

る。さらに苗畑の経営の方法として，固定宙畑と農耕地を利用 した輪作方式による宙畑の逢いが，苗木の成

績や形状に及ぼす影響をみるとともに，健宙についての規格の検討を含めて「健宙育成に関する研究」を進

めている。

以上のほかに，全国的な規模で計画された「合理的短期育成林業技術の確立に関する試験」として，四国

地方に設定された西条のアカシヤ類の試験地は，昭和42（1967）年度年報に掲載のとおり，雪害による被害

を受け試験の継続ほ不可能になった。このため伐採後 ヒノキの植栽を行ない「アカシヤ類植栽による地力増

進効果判定試験地」 として，今後の土壌変化を追究 して行 くことになった○

地力 維 持 に 関 す る 研 究

森林の伐採ならびに次代の林の成立にともなう林地の地力変動の実態を 明らかにする 目的で， 昭和39

（ 1964）年度より馬路営林署管内の安馴 仙田地で， 2～50年生のスギ林分を対象として調査を実施してい

る。第 1回目の調査ほ，1964年に25年生以下の林分について，1965年に30年生以上50年生の林分について，

土壌断面形態ならびに土壌の諸性質を調査 し，森林の伐採ならびに成立にともなう土壌の変化を類推 した

（ 昭和40，41年度年報参照）。

本年度は1964年に調査した同一一林分について，さらに第 2 回目の調査をおこない，それぞれ 4 か年間経過

後の土壌の変化を追試 した。

1 ．土壌断面形態の変化

A o 層の4 年間の変化は，10年以下の調査地では，主として雑草木に由来するL 層が薄 く堆積 し，各調査

地とも4 年間にやや増加の傾向がみられた。15～20年の調査地では雑草木およびスギの落莫からなり，4 年
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間に明らかに増加した。25年以上の調査地では主としてスギの落莫からなり，4 年間の変化は少なかった○

このように，この調査地の例では A o 層への供給有織物の材料の変化（雑草木→ スギ落葉）がは 1ゞ5～20年

ごろにあり，このことから造林木による閉鎖の影響が，およそこの時期にあらわれるものとみられる。また

この時期におけるA o 層量の大 きい変化は，供給有機物の質的，量的変化ならびに閉鎖による林内環境の変

化が，有機物の分解，集積に影響をもたらすためと推察される。

鉱質土層の 4 年間の変化は，10年生以下の調査地では，層位の厚さ，土色等にかな り変化がみられたが，

1 5年以上のものでは，その変化の程度は小さかった。

2 ．土壌の化学性の変化

土壌の化学性の変化は，表層は大きく下層は小さかった。また各林令における4 年間の変化は幼令林で大

きく，林令を増すに したがって小さい傾向がみられた。化学性の変化についての検討は，昭和44（1969）年

度第 2 回調査終了後におこなう○ （井上輝一郎，岩川雄幸）

全木 集 材 と 地 力 の 変 動

伐採にともなって，幹材枝葉の林外への持出しは，林地地力の減退を来たすものと思れるが，実際の基礎

資料に乏 しく，とくに急傾斜地が多 く温暖多雨な四国地方では，技薬類の地表被覆による林地地表面の保護

がな くなるためにおこる土砂の流亡も甚だしいものと思われる。四国地方では現実には全木集材は行なわれ

ていないので，そのような危倶は少ないのであるが，枝条被覆による基礎的資料をうるため，昭和43（1968）

年度からこの調査に着手した0

試験地は，窪川署森ケ内山国有林に，尾根筋の平坦面，緩斜面，中腹急斜面，および山麓急斜面に，それ

ぞれ作為的な枝条放置区， 除去区を設定 して，土砂の流亡や地力の変動を追究 して行 く， なお，試験地に

は，1969年 3 月ヤナセスギ実生苗を植栽 した。 （下野園 正，岩川雄幸）

土地 分 類 基 本 調 査

国土謂査の一環としておこなわれて いる土地分類基本調査の うち， 昭和43（1968）年度は丸亀図幅の山

地，丘陵地の土壌調査をおこない，土壌国および説明書を作成 した0

馴苗内の山地，丘陵地は，香川県南部の讃岐山舵の北麓に拡がる花崗岩系の丘陵性山地および，その前縁

に発達する洪債台地，中部丘陵地帯，北部の凝灰角礫岩および安山岩類の山塊からなり，図幅面積の約 6 割

を占めている。花崗岩系の山地，丘陵地は・ かなり侵食が進んだ晩壮年期ないし老年期に近い地ぽうを呈し

ている。また北部の花崗岩山地の上部に火山岩類をのせた山塊は，メサ状の山頂平坦面や，ビュー ト状の円

錐峯を形成し，特徴のある山容をな している0

本地域の植生の天然分布は暖帯植生に属 し，クロマツ，アカマツ，ネズミサシ，その他の陽性かつ乾性の

常緑広葉樹を主とする植生の分布が広い。

山払 丘陵地に出現する土壌は褐色森林土と赤黄色土に大別されるが，これらの土壌は母材，堆積様式，

断而形態などにより，表－23に示すような土壌統に区分された0 （井上輝一郎，岩川雄幸）
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土壌 統 群

褐色 森 林 土

土壌 統亜 群

乾性褐色森林土

（ 貴栂系）

褐色 森 林 土

（ 妾栂系）
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丸亀図幅土地分類基本語査土壌統総括表

一2 1 一

土壌 統

国分 寺 1 統

綾上 1 統

金刀 比 羅 1統

千疋 1 統

瓦谷 統

国分 寺 2 統

綾上 2 統

金刀 比羅 2統

千疋 2 統

乾性褐色森林土

褐色 森 林 土

白峰 山 1 統

象頭 山 統

白峰 山 2 統

広袖 統

赤黄 色 土 事暗 赤 色 土 ⊆城 山

赤色 土 飼野

統

統

内

墜二塁壁±堕

容

丘陵地 ，花崗岩母材，未熟土的，乾性土壌

丘陵佐山地，花崗岩母材，乾性土壌

〝〝 原生林土壌，乾性土壌

洪積台地，砂礫堆積物，砂岩・真岩円礫に富む乾性
土壌
山麓産科面！＿凸形地，崖錐堆積物（花崗岩優占），乾

丘陵地，花崗岩，未熟土的，弱乾～適潤性土壌

丘陵性山地，花崗岩，適潤性土壌

〝〝 原生林土壌，適潤性土壌

洪積台地，砂礫堆積物，礫質，弱乾～適潤性土壌

安山岩類，や 未ゝ熟土的，乾性土壌

〝原生林土壌，乾性～弱乾性土壌

〝や 未ゝ熟土的，弱乾～適潤性土壌

山麓巌斜面凹形地，崖堆堆積物（安山岩優占）弱乾
′〉通商性土壌

安山岩類熱風化物由来，乾性土壌

基岩および礫層の赤色風化物由来，乾性土壌

林地肥培の体系化に関する研究

1 ．苗木の形状，土壌条件ごとの施肥効果

須崎署朴の川山国有林に設定 した試験地の 2年 目の調査結果をみると，B D 型土壌，Bc 型土壌ともに施肥

効果ほよくあらわれているが，当初の苗木の形状の違いによっていくらかその効果のあらわれ方に違いがみ

られる。すなわち， B c 型土壌では，施肥することによって，大宙，小宙ともに根元直径の大きいものがよ

りよく成長 しており，郁施肥区では小筒の根元直径の小さいものの成長がとくに悪 く，また大筒でも根元直

径の大きいものの成長がそれほどよくない。このことは， B c 型土壌では根元直径の小さいものよりも太い

径の苗がよく成長するが，地味が劣るときほ余 り径の太すぎる苗は上策でほないものと考えれらる。これに

対して，B D郡土壌では， 根元直径の大きい宙の成長は良いが，根元直径の小さい苗 との差が B c 型土壌よ

りも少い傾向を示しており，苗木の形状と土壌条件との問に多少の関連性があるように見られる0

2 ．密度ごとの中令林施肥効果

須崎署朴の川山国有林の12年生林分に施肥を行ない， 2年目の肥大量を調査した。この試験地は当初の林

分密度が異なっており，hαあたり2，000本から6，000本までの林分密度になっている。疎植林分における2 年

間の肥大量をみると，胸高直径で無肥料区 5 皿れ程度に対 し施肥区は13皿¶，地上2．2m の直径では 7 皿 程度に

対して1軸m，密植林分でも胸高直径4．5皿に対して10m ，地上2，－2m 直径 6 Ⅲmに対 して19血m というように施肥
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効果がみられるが，過密林分では胸高直径地上 2．2m 直径ともに施肥区と無施肥区との差が少な く，12～ 13

年生林分では，hαあたり4，000 本程度を境にして直径に対 しての施肥効果がみられなくなるのではないかと

想定 される。この試験ほまだ 2 年間の成績であるので，さらに継続して効果を追究して行きたい0

（ 下野国 正，岩川雄幸，吉凹桂子）

苗畑 土 壊 に 関 す る 研 究

1 ．首畑土壌の生産性試験

高知営林局管内苗畑のうち，特徴のある土壌どとに，同一規格による施肥試験を実施 した0 この試験は昭

和41（1966）年度から初めた 3 年目の最終年度にあたり，現地における管理実行ほすべて当該苗畑主任に依

頼して行なわれたもので，担当者の方々に深謝 したい0

昭和43（1968）年度の調査結果は表－24に示すとおりで，褐色土壌は一般に醐巴料区の成長の劣るものが

多いが，暗褐色，黒褐色の土壌や黒色の土壌は無肥料区でもや 成ゝ長が良いようであった0 しかし全体に施

肥効果は意外に少なく，年度による変化も見 られ，気候や土壌条件と関連させて，施肥効果のあらわれ方に

ついて検討する予定である。

なお，各試験区どとに苗木案内の三要素成分を分析したが，成長や宙畑土壌による一定の傾向をみること

はできなかった。 （下野園 正，横田志朗）
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色
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暗
黒
褐
色

色
の
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2 ．オガクズ堆肥に関する研究

ォガクズ堆肥の施用にともなう土壌の物理性，ならびに化学性への影響を検討するとともに，苗木の生育

経過との関連において合理的な施肥方法の検討が目的である0
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支場古畑で継続実施 しているコンクリー ト枠試験は，毎年新しくオガクズ堆肥多量施用区を増設し，オガ

クズ堆肥の古い施用区から新しい施用区まで一連の試験区が得られるように計画実施している。本年度のオ

ガクズ堆肥多量施用区は，鴇色土壌ではスギ床蕃宙の生育は旺盛であったが，施肥量との関係もあり，この

点を検討するには充分でなく，次年度に一連の試験区を増設検討することとした。

本山営林署北山苗畑での挿木を対象とした試験は，本年度試験区を 9号畑に移した関係もあって，いずれ

の試験区も活着は良好で熱処理区との効果のちがいはみられなかった。

ポット試験では，あらかじめ計画実施 しておいたポッ ト試験土壌が， 3 か年目を経過 したので本年度土壌

分析をおこない興味ある結果を得た。

試験設計は表－25のとおりで，土壌処理を，熱処理区と， それにオガクズ堆肥を容積比で 1割区， 2割

区， 4割区の4 処理区に，窒素の施用量を0 区から炭素率で10にいたる5 段階の施用区を組合せた20区で，

これを黒色土壌と褐色土壌でおこなったものである。

表－25 ポ ット試験の土壌処理設計（硫安施用 8 ）

＼＼、＼ 窒素の量
、＼ 、

「 ＼＼
土壌処理一 「 、＼

無処 理

オガクズ堆肥 10％

〝〝 20％

〝〝 40％

＼＼ ＼＼ヂ素の量
＼

‾＼敬重重臣＿＿∬＿＿＿＿

紳士 容 積 重

全寮 素 量

仝炭 素 量

置換 容 量

カ

C a

ルシ ウ ム

飽和 度

p H

細土 容 積

全窒 素

全炭 素

置換 容

カル シ ウ

C a 飽 和

p H

重

量

皇

室

ム

度

e

e

昏

％

％

m
 
m
％

C ／N lO

3 0

6 0

1 2 0

2 4 0

表－26

C ／N lO

8 6 ．2

0 ．3 7

8 ．1 4

3 2． 1

1 1． 0

C ／N 20

1 5

3 0

6 0

1 2 0

C ／N 30

1 0

2 0

4 0

8 0

C ／N 40

7 ．5

1 5

3 0

6 0

無窒 素

0

0

0

0

各調査項目への窒素施用の影響

黒色 土 壌

C ／N 20 C ／N 30 C ／N 40 無窒 素

3 芸二… ‡

垂素の劃
C ／N lO

e

e

8

％

％

m
 
m
％

褐

1 0 2 ．7

0 ．1 0

2 ．2 3

1 0 ．5

4 ．3

4 1．8

3 ．9

′
h

）

．

．

2

2

0

4

0

n
U
 
O
 
O
O
3
1
4

一

9

9

8

0

0

2

7

●

3

〇

．

C ／N 20

1 0 1 ．8

0 ．0 9

2 ．3 8

1 0 ．1

5 ．0

4 9 ．7

4 ．2

8 5 ．8

∩．3 7

8 ．0 6

3 3 ．3

1 4 ．9

4 4 ．8

4 ．8

8 5 ．9

0 ．3 9

8 ．1 3

3 4 ．1

1 7 ．0

4 9 ．7

5 ．0

壊87．5

0 ．3 7

7 ．8 1

3 5 ．5

2 2 ．6

6 3 ．8

5 ．4

C ／N 30

1 0 0 ．3

0 ．0 9

2 ．1 4

1 0 ．5

5 ．3

5 2 ．8

4 ．4

C ／N 4 0 無窒 素

1 0 3 ．3

0 ． 1 1

2 ．0 9

1 0 ．4

5 ．9

5 9 ．2

4 ．6

1 0 3 ．9

0 ．1 0

1 ．8 4

1 0 ．4

8 ．1

7 8 ．2

5 ．6
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土壌の分析結果について概要を説明すると，表－26にみられるように窒素の施用による影響は，細土容積

重，残存全室素量には全 く認められず，仝炭素量には，わずかではあるが窒素の多 く施された区に炭素量の

多い傾向がある。これは，窒素の施用は有機物の消耗を多くするという考えに逆行する結果であるが，土壌

のpH ，石灰の飽和度などが炭素の消掛 こ影響するものと考えられる0

置換容量は，褐色土壌では窒素の施用による影響は全 くあらわれていないが，黒色土壌では窒素の施用が

多ければ，置換容量は少なくなる傾向があらわれている。これは主として土壌の乾湿，ついで窒素の存否が

オガクズ堆肥の分解に差異を生 じ，こうした結果をもたらしたものと考えられる0

カルシウムの残存量は当然酸性肥料を多く施 した区に少な く，したがって石灰飽和度は低 くpH もまた低

い。

表－27 各調査項目への土壌処理の影響

黒色 土 壌

土壌処理

熱処 理

オガタズ堆肥 10％

〝〝 20％

〝〝 40％

土壌処理 ＼、＼

無処 理

オガクズ堆肥 10％

〝〝 20％

〝〝 40％

細土容積重

8

9 1．4

8 8 ．8

8 6 ．5

7 9 ．1

細土容積重

8 1

………三…篭

9 2 ．7

全窒素

Ⅶ▼多L

0 ．3 5

0 ．3 7

0 ．3 8

0 ．4 2

竺よ＿慧
6 ．7 8

7 ．4 5

8 ．2 2

9 ．7 2

3 3 ．1

3 2 ．8

3 3 ．2

3 4 ．5

褐色 土 壌

カル シ ウ ム

m ．e

1 7 ．8

1 7 ．3

1 5 ．1

1 2 ．5

C a飽和度

％

5 3 ．9

5 2 ．9

4 5 ．4

3 6 ．0

全窒素 】仝炭素

卑

0 ．0 6

0 ．0 8

0 ．1 0

0 ．1 6

0 ．8 1

1 ．5 7

2 ．1 2

3 ．9 7

置換容量

m ．e

8 ．4

9 ．3

1 0 ．7

1 3 ．2

毒力二三：し？竺竿裂
5 ．4

5 ．4

6 ．0

6 ． 1

6 3 ．8

5 9 ．0

5 6 ．2

4 6 ．3

p H

5 ．2

5 ．1

4 ．8

4 ．4

p H

2

7

3

入
u

ノ

r

、

J

4

4

3

表－－127では，細土容積重，仝炭素量の結果から，オガクズ堆肥が施用後 3 か年を経過 しても相当量残存し

ていることをしめしている。全窒素畳もオガタズ堆肥の施用量に比例して残存している。

置換容量は褐色土壌で多量施用区に多いことがはっきりしている。一腰 に褐色土壌は黒色土壌に比して乾

煉するものであるが，オガクズ堆肥多量施用区では水持ちが佳良なため，このようにはっきりした差異がみ

られたものと考えられる。この点，黒色土壌では褐色土壌ほど顕著ではない0 しか し，内容をよ く検討する

と無窒素区では 4 叫 eはどのちがいがみられる0

カルシウムの残存量についてほ，臣換容量，pH なども関連 していて，黒色土壌では，オガクズ堆肥の施

用量が多いほど硫安が多く施されているためカルシウムは少ないが，醐 巴料の場合は表示の傾向とは逆の傾

向をしめしており，置換容量の多いオガクズ堆肥多量施用区に多 くのカルシウムが残っている。褐色土壌で

は全般的に置換容量の多い区にカルシウムが多 く残っていて，これらの関係を施肥とともに合せ考察すると

非常に興味深いものがある。 （横田志朗）



昭和43年度林業試験場四国支場年報 －2 5 －

古畑 の 施 肥 に 関 す る 研 究

健酋育成 と施肥の合理化をはかるため，肥料の施肥量ならびに施用方法が苗木の形状および栄養状態にお

よぽす影響について土壌中の可給態養分と関連 して検討するが目的である。

西条，山田，安芸でおこなっていた施肥試験は，試験宙畑の排水の悪さなどのため試験効果が上がらず休

止して再検討することとした。

支場における3 Ⅱfのコンクリー ト枠試験で，土壌中の可拾態養分の欠乏と過剰の試験と，土壌中に末分解

の有織物が施用されている場合の施肥と土壌中可給態養分の関係などの試験については，土壌分析の結果，

興味あるデータを得た。なお，これに対応 した苗木中の吸収養分については目下分析中である。

表一・28に揚げたデータでは硫安の施用が土壌中の塩基の溶脱におよぼす影響がよ くあ らわれている0 この

試験は1966年に設定 したもので，20試験区を 2 分して，一方の10区を稲ワラ施用区とし，他の－一一方は無施用

区とした。稲ワラ区は毎年 3k8（ 3 Ⅱf当り，以下同様）を施用し，窒素源は硫安を0 8 から50 8 どとに450 8

まで10区分施用 した。他の肥料についてほ，各区同様に過燐酸石灰 440 8 ，硫酸加里 120 8 ，炭酸カルシウ

ム750 8 ，硫酸マグネシウム450 8 を毎年施用した。表に扱げたデータは試験設定より3 年目に当る1968年 9

月に採取 した土壌についての分析結果である。

表－・28 硫安の施用と塩基の溶脱（土壌100 8 中m g）

百「

施用窒素
量d（ 8 ）

0

3 ．5

7 ．0

1 0 ．5

1 4 ．0

1 7 ．5

2 1 ．0

2 4 ．5

2 8 ．0

3 1 ．5

稲ワ

P H 】 Y l

7 ．0 5

7 ．1 5

6 ．5 2

5 ．4 5

5 ．3 9

5 ．4 8

5 ．3 0

4 ．9 2

4 ．4 8

4 ．6 5

0 ．0 0

0 ．0 0

0 ．0 0

0 ． 1 3

0 ．j 4

0 ．1 2

0 ．1 5

0 ．2 6

1 ．2 6

0 ．7 5

ラ施 用 区

K 20

2 4 ．1

2 2 ．0

2 0 ．6

2 0 ．5

2 0 ．2

2 0 ．8

1 9 ．3

2 1． 7

2 0．3

2 0．8

C a O

3 4 4

3 1 6

2 1 1

1 9 2

2 1 0

2 3 2

1 9 2

1 9 2

1 7 4

1 7 1

＿‡＿＿＿ ＿丁

M g O 至 p H

2 0 ．2

2 1 ．2

1 6 ．7

1 5 ．6

1 6 ．7

1 6 ．6

1 5 ．1

1 5 ．1

1 3 ．3

1 5 ．3

注臣換塩基の定量は Schollen be rg er一吉田変法により

吸光法，K は炎光法により定量した。

7 ．2 0

6 ．9 5

6 ．6 2

6 ．2 1

5 ．9 9

5 ．7 8

5 ．1 2

6 ．0 2

5 ．1 8

4 ．4 8

無施 用 区

Y l l K 2 0 ！ c a o … M g O

0 ．0 0

0 ．0 0

0 ．0 0

0 ．0 5

0 ． 0 8

0 ．0 8

0 ． 1 8

0 ．0 5

0 ．1 5

1 ．3 6

2 4 ．4

1 9 ．9

1 7 ．8

1 7 ，5

2 0 ．5

1 6 ．9

1 7 ．0

1 6 ．9

1 7 ．8

1 6 ．6

2 00c 室温置換浸出し， C a，

3 9 9

3 1 5

2 6 2

2 3 8

2 9 7

2 3 8

2 3 9

2 8 0

2 6 3

1 9 3

2 6 ．2

1 7．6

1 6 ．7

1 5 ．1

1 5 ．9

1 6 ．7

1 6 ．3

1 6 ．6

1 7 ．7

1 6 ．3

M g は原子

これによると，硫安の施用量を増すに従 ってカルシウムミマグネシウム，カリの順に溶脱されている状態

がよく現われている。したがって土壌のpH もそれに応じて強くあらわれる。また，稲ワラ施用の影野ま，

塩基の溶脱を多 くしていることと，稲ワラ中のカリ成分が幾分集積していることが認められる。

（ 横田志朗）
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健苗 育 成 技 術 に 関 す る 研 究

1 ．経営方式比較試験

苗木連作と農耕地を使った輪作との比較試験を支場宙畑で継続しており，4 年目の試験結果は表－29に示

すとおりで，マツでは連作と輪作との問に差がみられないが，スギでは連作すると輪作地よりも成長が劣っ

ており，農耕地としては 1年～ 2年であるが，年間の耕転回数や農作の影響がい くらかでているように見受

けられる。土壌変化については， 5 年経過後の昭和44（1964）年度に調査検討する予定である。

表－29 苗木連作と輪作地の樹高成長（cm ）

樹

捉返 竺1 一T l

マ

し‡

1 8 ．1

1 7 ．8

1 7・6い7・

ツ

i ▼コ■‾｛キー‾享ラ
1 7 ．7 1 7． 8

ス ギ

1 7 ．6 1 8 ．2 1 7 ．9

1 1

㌫‾1

；…二： ‡

2 t 3 l 平 均

3 2 ．7 】 2 8 ．7

3 1 ．1 2 7 ．2

4 8 ．3 1 3 0 ．4

2 9 ．4

2 8 ．8

3 6 ．9

2 ．精美樹種子系統ごとの肥料試験

昭和42（1967）年度に播種 した精英樹系統の苗木を用いて肥料試験を実施 した。表－・30に示すように，野

川3 ，11はともに天然林のヂベレリン処理の種子であるが，元肥 9 昏でも他の系統よりもい くらかよい成長

を示すが，追肥区ではそれはど大きくならないものと，精英樹川崎 6 号のように追肥効果の顕著なものがあ

る。このように，系統によって肥料に対する反応に差があるように見受けられる。これらの苗木はさらに現

地埴栽による成長の違いを観察検討して行 く予定である。

表－30 栢英樹系統ごとの施肥試験（酋長cm）

＼系 統
＼

区分＼＼＼

大

尉

小

宙

元肥 9 9・

元肥 9 8 追肥

！〝 1 8 8 〝
l

‡元 肥 9 8
‡

圭：1；；ヲ肥

野川 3

天然 林

野川 11 ヤナ セ

精英

宇和島9 号 l 本山 2号

樹

川崎 6 号

3 8．9

4 0 ．4

4 8 ．6

2 9 ．4

2 9 ．2

3 5 ． 2

3 5 ．0

4 0 ．5

4 2．9

3 0 ．0

2 9 ．3

3 6 ．1

2 8． 7

4 3 ．7

5 2 ．8

2 3 ．7

2 5 ．7

3 3 ．1

3 2 ．3

4 0 ．0

4 3 ．6

2 6 ．6

2 9 ．5

3 9 ．8

3 0 ．2

4 1．0

4 6．9

2 6 ．2

3 2 ．0

3 3 ．4

2 6 ．2

4 7 ．9

5 0 ．2

2 9 ．3

3 3 ．6

4 5 ．8

（ 下野園 正，横田志朗）
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保護 研 究 室 の 研 究 概 要
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保護研究室の研究課題ほ病害，虫害および獣害の問題にいたるかなり幅広い分野におよんでいる。これら

のうち，本年度から本支場の共同研究として開始された「まつ くいむしによるマツ類の枯損防止に関する研

究」が最も重要な課題となった。本研究の目的と本年度に行なった調査の概要は別掲共同研究に述べてある

とお りであるが，これらの共同研究と平行 して害虫の種構成 と被害発生量 との関係，施肥の予防効果および

カミキリムシ類の個生態などの「マツ類せん孔性害虫防除試験」も継続実施中である。

病害については，スギ赤枯病の耐病性の検定が昨年につづいて行なわれ，さらに本年度からスギ溝腐病の

実態調査の手はじめとして，被害林における被害解折が試みられた。一昨年突発的に発生 したスギ暗色枝枯

病についても引きつづいて発生誘因の解折が行なわれた。－－・方，最近林業苗畑で問題 とされている土壌線虫

については，管内国有林百畑 8 か所で有害線虫の種類，生息密度などの実態調査が実施され，同時に－・部の

宙畑ではミナ ミネグサレセンチュウの季節的変動，病害との関連性などが追及された0

まつ くい虫を除 く虫害関係の研究課題は「おもな害虫の生態調査」 として，昨年につづいてアカシヤを加

害するミノガ類の生態の調査と，管内 3 か所の採種園における害虫相の調査とがある0 また「マツカレハの

発生消長調査」についてほ，昨年に引きつづいて固定試験地における年次変動，個生態などの調査が行なわ

れてい る。

獣害関係も従来からの継続試験「野ねずみの被害防除」がとりあげられ，スミスネズミの生息密度調査，

繁殖機構の調査が行なわれた。

なお，以上のはかに研究室に寄せられる病虫害鑑定依頼に対する診断と防除指導 も欠かすことができない

業務である。

苗畑・ 林 野 病 害 に 関 す る 研 究

1 ．スギ赤枯病の耐病性比較試験

スギ在来品種 と関西林木育種場四国支場で養成中の精英樹 クローンの苗木のいくつかについて，赤枯病に

対する感受性を圃場で比較 した。試験方法などは昨年に準 じた（昭和42（1967）年度当支場年報）0 この結

果，実生苗 6種では，いずれも激 しく発病 して差が認められなかったが， さし木酋では在来 品種 4種の う

ち，オビアカ，クマスギ，ヤブクグ リの 3種は比較的強いグループに，サンブスギは弱いグループにはいる

ようであった。また，楷英樹10クローンについては，7 クローンが強いグループに， 3 クローンは日周 グル

ープに入るようであるが，さらに検討を要する点が残 されている。

2 ．スギ暗色枝枯病の発生環境調査（高知県林業試験場との共同調査）

本病は1966年の夏，高知県高岡郡仁淀村，吾川郡吾川村などで突発的に発生 し，翌1967年の秋にも同地方

でかなりの被害が確認されたものである。しかし，本年度の調査（1968年 11月）結果では新たな発病はほと

んど認められなかった。さきにも指摘 したように（森林防疫ニュース V ol．16，1967．その他） 本病発生の

誘因の一つ として，夏～秋期における異常な連続的な高温乾燥によって起される寄主の衰弱があげられる0

すなわち，仁淀村長者の気象観測によれば，本病初発の1966年では 7 月中～ 8 月上旬の約 1 か月の降雨量が

わずかに19皿（過去10年間の平均値約517皿），さらに 1967年では8 月の 130皿（平均値約736皿）と 9月の

抑皿（平均値 440m ）が示すように両年とも夏から秋にかけて極端な乾燥，さらには連続的な高温が記録さ

れている。一方，発病が認められない 1968 年では，7 月中～ 8 月上旬で約 467皿， 8 月は 580皿， 9月が

7 q9皿 と平年並かそれ以上の降雨が記録された。このような条件が本病の発生に探い関連をもつ ものと考え

てい る 。
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る．スギ溝腐病の被害解析（高知県林業試験場と共同調査）

×6 0 0 × 15 0

写真－－11 緑色主軸に形成された C ．朗甘〟0どdどの子座（S ）および分生胞子（C ）
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図－1 2 樹幹における満席患部の形成範囲（cm）

管内各所に潜在 していると思われる本病の実態を明らかにする目的で調査に着手 した0 本年度は高知県下

で選んだ被害林（樹令約 8 年，面積0．12hα，平均樹高3．20m 胸高直径3．36cm）で病歴，造林地での新感染の

調査，病原菌の検出などを試みた。調査結果によると，調査地は罷病木が約 40％ にも達する激害地である

が，樹幹に形成された患部の数，大きさおよび形成位置などは個体によって一一様でない0 1 個体あたりの患

部数は可（均 3．23，患部の多 くは地上から約 1 m の高さまでに集中するが， まれには当年生主軸に胴枯型病
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班を形成する個体 も認められた（写真 1 ）。幹に作 られた患部のうち，地上から30cmまでの患部を古畑に

おける病巣，それ以上の高さのものを造林地における新感染で作 られた患部と仮定 した場合，図－ 2 のよう

になる。すなわち，檻病絵本数 101本のうち，罷病宙として持ちこまれたものが48本と約半数をしめ，しか

も，これらが感染源となって植えつけ時の健全苗53本が新たに罷病 したと推定することができる。なお，新

旧各種の患部から病原菌（Cgrc吋 Orα∫e甘以0ねg ELLIS et E v．）の検出を行なったところ，かなり古い

患部でも病原菌の存在が確められた。 （陳野好之）

外国 樹 種 の 病 虫 害 調 査

1 967年秋に発見した C gr亡〃坤Orα∫g甘α0才αg ELLISet EvERHARTによると思われるラクウショウの葉

枯性病害について検討をすすめた。本菌およびスギから分離 した C ．∫叩〟Ofαg 菌の菌糸を用いて，スギとラ

クウショウに交互接種を行なったところ， いずれも陽性の結果をえた。 ただ し， 両菌ともスギに対 しては

かなり強い病原性を示 したが， ラクウショウに対 しては弱いようであった。 本菌 によって起されるスギ苗

木上の病徴はスギ赤枯病のそれと全 く一致 した。 一一方本前の形態， 培地上のコロニーの生育状況もスギの

C ．∫叩〟OJdg 菌 と変わらない。以上の結果から本病の病原菌を C grco申Orα∫甲〟8fd g E LL IS et E v E R H A R T

とした。また，本菌が ラクウショウに寄生して菓枯性の疾病を起こすことは知られていないところから，本

宿を新病害と認め「ラクウショウの赤枯病」とした。なお，詳細は日本林学会誌に投稿中である0

（ 陳野好之）

苗畑 土 壊 線 虫 の 実 態 調 査

1 ．管内国有林苗畑の実態調査

管内の国有林苗畑における土壌線虫の被害の実態を明らかにする目的で，管内8 営林署の苗畑について10

月に調査を行なった。結果の概要は表－31，32に示 したように， 1）ネグサ レセンチュウが各所の西畑に広

く分布し、密度も比較的高い。多くはミナミネグサレセンチュウ（P rαf〆g乃亡ん〟∫Cq酔αg）であったが，

徳島署池田酎畑でのみキクネグサレセンチュウ（P ．♪g乃g加 乃Cg）が検出された0 2 ）イシュクセンチュウ

（ 了サJg′－C力orカッ乃Cん“∫CJの 紬乃∫） は四国西南部地帯の3 古畑で検出された0 3 ）ユミハ リセンチュウ 2種が

検出されたが， これらのうち T r才ぐんodorα＝乃加 r が T ．cgdαrα∫よりも広く分布しているようであっ

た。 4 ）ラセンセンチュウのうち， ぶcαfgJJ。乃g，71α占7・drわ・～げ〟刑 が昨年とおな じく高知県南西部の苗畑で

検出された。 5 ）根描から極端な高密度でネグサ レセンチュウが検出された 3 西畑をみると，高松では立枯

柄による激害地，小川でほ生育やや不良（殺線虫剤無施用），川崎では生育普通と，蔚畑によって被害程度

が異なるようであった。

2 ．ミナミネグサ レセンチュウの季節的変動と苗木の生育

昨年に引きつづいて大栃営林署陣山苗畑に 3 か所の調査地（Ⅰ：傾斜の上端，乾湿害多 し，Ⅱ ：排水，成

育ともに良好，Ⅲ ：傾斜の末端，覿喜多 し）を設けて調査を行なった。この結果，根からの検出密度は全体

的にかなり高 く，9 月がそのピークであった。土塊では春から夏まではほぼ平行状態が続き9 月以降に増加

する傾向が認められた。殺線虫剤（D B C P ）施用による密度低下は Ⅰ区の 6～ 9月に現われたが，その他

の調査区ではそれほど顕著ではなかった。一方，苗木の生育は各区とも殻線虫剤無施用区で悪 く，とくに Ⅰ
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1 ．土壌300 8 あたり検出された線虫の種類 と密度
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表－32 2．苗木の根 1．0 8 あたり
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－：1～100頭，十：101～500頭，＋卜：501～1，000頭，†什：1，00 1～5，000頭，仙 ：5，000頭以上
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写真－－2 サツマイモネコブセンチ

ュウの寄生によってナン

キンハゼの根に形成 され

たコプ

区では 8 月以降生育がはとんど停止 した。なお，各区にお

いて立枯病によると思われる枯損の発生をみたが，これら

の多 くは 6 月中旬までの晴天が続いて乾煉 した時期に集中

し，病原菌としてほ ダ以∫αrわ〃乃Sp p． が高頻度で分離さ

れた。

5 ． ナ ンキ ンハゼのサ ツマイモネ コブセ ンチ ュ

ウによる被害

1 9 67年 2月，当支場苗畑で根部にかなり大型で，多数の

コブが形成されたナンキンハゼの苗木（ 2年生， 1回床替

酋）が発見された。本場の真宮靖治技官に 同定を依頼 し

たところサツマイモ ネコブセンチュウ （肋 JoJゐgッ乃ど

ょ′王COg 乃よ′α）に よる被害であることがわかった。琴己在，生

育との関係などを調査中である（写真一 2 ）。

（ 陳野好之，五十嵐 豊）

マツ 類 せ ん 孔 性 害 虫 防 除 試 験

1 ．種構成と被害発生量

昨年度に引き続き，固定調査地において枯損木の害虫調査を行なった0 屋島調査地では1968年 2 月の大雪

のため，相当量の雪害木が発生 しこれがため枯損木も相当量あったが資料は整理中。臼ばえ山調査地は今年

度の枯損木が少なく3 本だけであった。

2 ．施肥の予防効果

本年度は施肥を行なわず，試験地内の枯損木の調査を行なった。枯損木は硫安施用区の 1 本の外は全部被

圧による衰弱木の枯損であった。

＿5 ．カミキ リムシ類の個生態

1 ） ヒゲナガ カ ミキ リ屈 〃 p乃O Cゐαm 〟∫Sp p．

i ） マツノマダラカミキリとカラフ トヒゲナガカミキ リ両種の幼虫の区別点について調査検討 した0 結

果は，両種の幼虫ほ互によく似ていて識別は容易でないが，下口節の形，第 3 腹節の側板隆起にある短同一

毛の数，頭部の概形および 1齢幼虫では腹部の気門上緑の太さを合わせ検討すれば，おおむね識別するこ

とができる。これらの資料はとりまとめを行ない雑誌「げんせい」に投稿中o

i i） 両種の産卵数を飼育によって調査した。結果は，両種の羽化脱出より産卵までの生態 としてとりま

とめを行ない林学会誌に投稿中。
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2 ） ク ロ カ ミキ リ

羽化脱出より産卵までの成虫の行動，産卵数，産卵状況などについて1 部飼育などによって調査 した0

なお，1 ， 2 の各項 目は1 部営林局署との共同試験 として行なった。 （越智鬼志夫）

おも な 害 虫 の 生 態 調 査

1 ．採種固の害虫相

高知県香美郡土佐山田町の関西林木育種場四国支場の採種園，南国市の大栃営林署陣山西畑，愛媛県新居

浜市の住友林業の採種園でスギ，ヒノキ，マツ類を加害する害虫の種類，加害場所などを調査 した0

2 ．ミノガ類の生態

1 ）昨年度に引き続き，構内のフサアカシヤを加害するミノ・ガ類について，時期別の幼虫の大 きさと死亡

要因を1967年 9 ，10，11月，1968年 3 ， 5 ， 6 ，7 ，8 ，9 ，一10，11月毎月 1 回計11回調査した0 死亡要因

として明らかにされたものはこん虫では，寄生ばえと寄生ばち（神戸大学農学部桃井節也氏の同定によるとチ

ャミノガ ヤ ドリヒメバ チ，ホ シクロ トガ リヒメパ テ， ヒメキアシ ヒラタヒメバ チ，マツケムシ ヒラタヒメバ

チ，チャイロツヤヒラタヒメバチ，チビフシオナガヒメバチ，∫gr fc中古〝ゆJαSp．），病気では， 1 部浅川実

験林天敵微生物研究室で同定していただいたが，それによると核型多角体ウイルスによるものが多かった0

2 ）オオ ミノガの産卵数を飼育によって調査 したところ，603～2，194であった0

3 ） ミノガ類の食菓量を明らかにするため， 1 部フサアカシヤ，スギ，ヒノキを食草 として飼育実験を行

なった。 （越智鬼志夫）

マツ カ レ ハ の 発 生 消 長 調 査

1 ．固定試験地における調査

酎粂営林署北山試験地で，1968年 8 月15日に調査 した結果，まゆ 4 頭，内る2 頭（まゆ長，36m ，42m ），

♀1 頭（40皿m） いずれも羽化，キマダラトガ リヒメバチに寄生されたもの 1 頭 （まゆ長35皿Ⅲ，寄生パテ羽

化）であり，依然 として低密度の状態がつづいている0

なお， 2 月の降雪により試験地で15本の雪害枯損木が生じた0

2 ．四国地方におけるマツカレハの生態

1 ）室内飼育 ‥昨年度の越冬後のものについて調査 した（昭和42（1967）年度当支場年報参照）o

i ）早い 2 化期の次世代の経過

5 月末から6 月初めにふ化したものは，主として8 月上中旬の早い時期に 2 化 し，この次世代は， 5～ 7

齢主として6 齢で越冬 した0 越冬後の結果を真一33に示 した。5 齢で越冬 したものは，体重 0・1 8 前後で，

3 回脱皮 8 齢で営融 し羽化期も普通の 1 化期と同じであった0 6 齢で越冬 したものは， 7 ～ 9 齢で営繭 した

が， 7 齢営繭のものは体重0．5 8 前後で早い 1 化期になった。8 ， 9齢営繭のものは，体重0・2 8 前後で普通

の1 化期であった。しかし， 8 齢営繭のうち 1頭は脱皮の経過が早 く，早い時期に羽化 した0 7齢で越冬 し

たものは，体重 1 8前後で 8 齢営繭 し早い 1化期になった。
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越冬 齢 別 頭 数

5

7 】 2
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表－33 越冬 後 の 経 過

営繭 齢 別

死

一

7

8

8

9

死

頭i i ）他産地との比較

越冬後の結果を表叫34に示 した。岩手産のものは，

小さく，すべて越冬中に舞死 した。徳島産のものは，

数

1

4

2

1

3

．
4

4

2 1

越冬 中 の
平均 体 重

（ 8 ）

0 ．1 0

0 ．0 9

0 ．5 6

0 ．1 6

0 ．2 1

0 ．1 6

0 ．1 8

平均羽化日

7 月 16 日

6 月 7 日

6 月 10 日

7 月 13 日

7 月 18 日

1 ．13 】 6 月 5 日

♀・ 谷 別

♀

♀

ち

含

る

♀

高知，徳島産と同じ齢数で越冬 したが，体重は非常に

6 齢越冬が 3 回脱皮， 7 齢越冬は 2 回脱皮で共に 9 齢

で営繭 し，斉一な経過をたどった。高知産は前項の 6 齢越冬と同 じような経過であったム

嘉一34 越 冬 後 の 経 過

産地 別

岩王 J

徳島

高知

越冬齢別

6

7

頭数

6 4

営繭齢別

死

9

9

8

9

死

頭数
越冬中の
平均体重

（ 8

0 ．0 6

地
」
日ヒ′

1

平
羽

♀・ 告別

0 ．1 7

0 ．2 0 三三ご≡l…

2 ）野外調査 ：野外で越冬中の幼虫と，誘が燈で成虫の発生

時期を調査した。

i ） 越冬虫の調査

高知市周辺での羽化期の暗が非常に広いことは，いままでの

飼育の結果などからわかったが，これにともない実際野外にお

いて越冬中の幼虫が，どんな齢構成になっているかを知るため

に行なった。

調査は1967年 11月，土佐山田町の林木育種場四国支場構内の

調査木に紙を巻 きつけ，1968年 1 月潜伏中の幼虫を採集 した。

採集 した顧数は2，500頭以上になったが，この体重分布は20m g

から2，030m g ，齢にして2 齢から終齢までが認められた。中径

木の林では 40 m g と 120m g に 2 つの山がみられ，40m gが 2 化

の次世代，120m gが 1化の次世代 と思われた。これを 70m g で

分けてみると，70m g以下が約 15％，70m g 以上が約85％の割
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合であり，さらに 70m g 以上のうちで早い 1化期になると思われる 400m g 以上のものは約10％であった。

一方，小径木の林でほ 40～60m g に山がみられ 2 化の次世代が約90％，1 化の次世代が約10％で，中径木の

林とは反対の割合になった。このことは林の状況などから判断して，中径木の林で 2 化したものが，小径木

の林に発生したことが考えられた。

i i） 螢光誘が燈による野外での成虫の発生時期の調査

室内飼育の結果を補うため，誘が燈を当支場の試験林の－・部に設置し，野外における羽化期を調査した。

本年は誘が燈の設置がお くれ（設置月日 ；6 月24 日）年間を通 しての調査が出来なかった。

結果は表叫35に示 した。このうち9 月上旬は9 月 1 日に， 9 月中旬は 9 月15 日に飛来 したもので，この間

2 週間は，まった く飛来がみられなかった。この結果を室内飼育の結果 と対比 してみると， 7 月中，下旬を

中心とするものは 1 化期のもの， 8 月中旬を中心とするものは，おくれた 1 化期 と，早い 2 化期（ 5～ 6 月

羽化の次世代）がまじっているもの， 9 月下旬のものは 2化期のものと推定できそうである。

（ 五十嵐 豊）

野ね ず み の 被 害 防 除

（ 高知営林局 と共同試験）

昨年に引きつづ き松山，本山および徳島営林署管内に調査地を設けて野ねずみの生息密度の調査を行なっ

た。調査時期は松山，本山では 5 ， 7 ，11， 2 月の4 回，徳島でほ5 ， 8 ，11月とした。調査方法は従来か

ら行なってきた方法，つまり50m X 50m の調査地内に縦横10m 間隔に25点をとり，この付近にパチンコ式捕

え器を 3 こずつ仕かけて 5 日間野ねずみを掃獲し，掃獲された野ねずみの種類を判別 し，スミスネズミにつ

いてhGあたりの生息密度の推定と増殖機構の検討を行なった。本年度のスミスネズミの生息数は表－36のと

おりであ る。

これによると本年度のス ミスネズ ミの生息密度は昨年および一昨年度に比べて減少 している。これを時期

別にみると，まず， 5月の調査では松山（平均22頑／山）と本山（平均26頭／山）では昨年とほぼ同程度の密

度を示 したが， 8 月にほ両者とも低密度となった。そして11月には本山（平均53頭）でかなりの高まりをみ

せ，松山でも 30頭／山と上昇 した。しかし今春には20頑以下に減少 した。一方，徳島では春から秋まで低密

度がつづいた。管内における一般的な傾向としては1966年の大発生をピークとして，その後減少の傾向が認

められる。しかし，その傾向は一様でない。すなわち，徳島では1966年の極端な密度の高まりから次年度以

降は急激な低下を示 しているが， 本山ではむ しろ 42（196 7）年度がピークのようで，43（1968）年度 も平

常密度にもどっていない。松山は徳島の傾向に類似するが，それはど極端ではない0 スミスネズ ミの解剖結

果をみると，捕獲されたねずみは掃獲時期，調査か所とは無関係にほとんどが成獣であった。これは昨年の

結果 とはば一致する。つぎに雌の子宮の状態では8 月を除いた各時期で妊娠個休が全体の約20％をしめてい

た。しかしこの数字は昨年よりかなり低い。雄のこう丸をみると秋と春で発達 した個休が多 く認められた0

（ 陳野好之，五十嵐 豊）
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措獲数と山あたりの生息密度
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共同 研 究

まつ くいむしによるマツ類の枯堤防止に関する研究

保護・造林・土壌研究室

まつ くいむ しに関する従来の研究は，マツ類枯損の主因と考えられていたせん孔虫を中心として行なわれ

てきた。すなわち，加害種の分類・同定，，主要種の経過習性など，被害の木の枯損型や被害撃と加害種との

関係，産卵加害対象木の性状など詳細にわたって行なわれ，せん孔虫の研究は一部を除いてほぼ完了してい

ると い って よ い 。

ところで，これらの研究によってえられた知見は，せん孔虫各種問に加害力の差がなく，マツ類枯損の過

程で特定の種類が優先的に寄生するという事実も認められず，また，枯損と加害種および寄生数も一定して

いない。そして害虫の寄生加害は明らかに生理的に異常と思われる樹に対 してのみ可能で，この異常はせん

孔虫の寄生加害以前に起 っているものと想定され，そして，この異常は主として樹の地下部の変調などに由

来するものと考えられた。

本研究は以上のようなまつくいむしに関する従来の研究経過を基盤として取りあげられたもので，林業試
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験場本場保護・造林・ 土壌・ 防災・林産化学の各部，東北，関西，四国，九州の各支場の関係研究室の総合

的な共同研究によって，昆虫学的な研究 とマツの生理異常に関連する諸研究 とを行ない，害虫防除技術の合

理化および枯損防止対策の確立をはかるのを目的としては じめられた。

本研究は昭和43（1968）年度より4 か年計画によって実行 されるが，本年度当支場で担当した課題はつぎ

のとお りであ る。

1 ． 調査林の被害発生量と害虫相の調査

2 ． 樹脂真による加害対象木の選定

3 ． 根系調査（地上部の調査を含む）

4 ． 根系の退廃の微生物学的研究

5 ． 土壌の理化学性

6 ． 樹木の異常生理に関する試験調査

調査地は瀬戸内側として高松営林署屋島国有林，大平洋側として清水営林署堂か岡山国有林を選び，共同

調査は 8 月下旬～ 9 月上旬に行なった。これ らの結果の概要は以下のとおりである。

1 ．調査地の概況

図－ 3 ．表－137のとおりである。
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屋島調査地 ：図… 4 に示すように既設の「種構成と被害発生量」の固定調査地の1 部を調査対象区として

選んだ。長呈島台地全体は老令木から幼令木にわたって相当量の被害が発生 している。調査地は台地の上の平

坦なか所で毎年，被害木は台地全体とほぼ同じ数でているようであるが，径扱からすると小径木に比較的多

くの被害木が発生している。

図－ 4 屋島調査地のプロットの配置図

堂か岡山調査地 ：四国西南地方の被害の多い地帯で海岸より少 し入 った地域の林分で，1962年以降におい

てかな りの量の被害が発生 している。調査地でも1963，1967年に被害が発生している0

（ 越智鬼志夫）

2 ．共同調査時の異常木の発生と枯損 との関係

⊂＝＝コ少捕ヰこ

m 仙呈i木（川帆 1U朋允）

枯i王与木 （l！H汁L G調査）

注調査本数の（ ）は共同調査の伐倒木を含む0

図－ 5 異常木の発生 と枯損との関係
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図－ 5 に示すように，共同調査地の堂か岡山では，調査本数 327本のうち， 6 月には18本， 9 月には10本

の異常木（ 3 本は共同調査時に伐倒）があったが，枯損に結びついたものは 1 本だけであった。屋島では，

調査木 322本のうち8 月の異常木が 21本（ 5 本は共同調査時に伐倒）で，枯損に結びついたものは 7 本であ

った 。

なお，共同調査地の近 くで昨年度行なった異常木と枯損との関係の調査から，白ばえ山の 8 ， 9 月，平谷

の8 月の調査資料を図－ 5 に入れておいた。この資料から堂か岡山の場合，枯損に結びつ く本数が少ないと

いえる。また，両調査地とも枯境木の発生量が，特に堂か岡山で付近の発生量に比べて少なかったようであ

る。 （越智鬼志夫）

る．棍系の異常現象 とその原因調査

屋島調査地においては異常木 5 本，健全木 2 本について，堂か岡山調査地においては異常木 3 本，健全木

2 本について調査を行なった。

1 ）板系の異常現象（表－38，39参照）

屋島調査地 ：異常木の根には黒色コブ状部が認められる。この現象ほ細板～大径板で共通的に認められ，

細根～小径根でほ，そこから先が腐敗枯死 していることが多 く，また，深いところにある板は黒色，扁平，

手のひら状を呈していた。この程皮は 必 933，934の 2本において著 しく，中径根から分れた小径板は大半

が枯死していた。また 必 310，317では小径根にわずかに枯死が認め られ，必 814と健全木には著 しい異常

が認められなかった。

真一38 屋島調査地の調査木一、覧表
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堂か岡山調査地 ：異常木のいずれの根においても，沫いところにある板は黒色，偏平，手の○ら状を呈

し，そのような部分には細根～小径根がほとんどないか， あっても腐敗 している。その程度はとくにノ砿93，

1 01で著 しかった（表－T139異常限／健全根参照）。なお黒色コブ状部の形成は屋島調査地とおなじような傾向

をしめ した。 （安藤 貴・ 陳野好之）

2 ）異常根部からの菌の分離

調査木の根に認められた異常部から常法によって糸状菌の分離を試みた。分離に用いた材料は，屋島調査

地では異常木 5 本，健全木 1 本，堂か岡山調査地では異常木 3 本，健全木 2本とした。 そして黒色コブ状

部，主として細根の腐敗部と健全部の境界付近および掌状板について，それぞれ個体別，板の層位と根の太

さ別に約200か所，900の試料を用いた。なお屋島，臼ばえ山調査地においては10月に，枯損木の棍を対象に

して同様な菌の分離を試みた。

これらの結果，培地上で黒色，胞子を形成 しない糸状菌（未同定）が，いずれの材料からも，かなり高い

頻度で分離された点が注目さカ1る。このほかには 抄 fろ如花Spp．などがわずかに分離された0

（ 陵野好之）

3 ）異常木ならびに枯損木の根部を加害する害虫

i ）両調査地とも異常木，枯損木の退廃 した根部にクロカミキリによると思われる加害が認められたo

i i）堂か岡山の昨年度（1967）の枯損木の根部で，枯損する前から産卵 したと思われるクロカミキ リの

幼虫が多数謎められた。

i ii）白ばえ山（既設の種構成と被害発生量調査のための固定調査地）で，1966，1967年の枯損木の板部

を加害するクロカミキ リの幼虫を調査した。結果は，根部で採集した成虫および幼虫の頭幅の度数分布図な

どを，中島・清水（1951）のクロカミキ リの生活環より検討すると，これらの枯損木には枯鎖する2 年 ぐら

い前よりクロカ ミキ リが産卵加害 していたことになる0

なお，今後マツ類の根部の退廃とクロカミキリの加害との関係については，野外調査，室内実験などで検

討する必要があると思われた0 （越智鬼志夫）

4 ．地上部の調査（表一38，39参照）

屋島調査地 ：根系調査木について，最近 1年間の幹材構成員率，新案ならびに材の含水率を測定したが，

異常木 と健全木との問に速いは認められなかった0

堂か岡山調査地 ：根系調査木について枝葉量などを調査するとともに，最近 1 年間の幹材構成員率に検討

を加えたが，異常木 と健全木の間に違いは認められなかった。 （安藤 貴・竹内郁雄）

る．屋島調査地の林分構造に対する検討

この調査地は保護研究室において 10m X lO m の112のプロットに分けられ，1965年より毎年枯損木の調査

がおこなわれているので（図－1 4 ），1965年 6 月の胸高直径分布のうちで，どのような大きさの立木が枯損し

ているかを1965年と1966年の枯損木について調べてみた。その結果，各々のプロットの中で，全 く枯損の認

められないプロット数ほ39，平均胸高直径より小 さい直径級で枯損の生 じたプロッ ト数は62，平均より大き

い直径級で枯損の生じたプロット数は 3 ，平均より大きい直径級と小 さい直径級の両者で枯損の生 じたプロ

ット数は 8 こであった。また，平均より小さい直径級での枯損は，最小直径扱か，それに近い直径級におけ

るものが大部分で，この調査地の枯熟ま主として下層木におこっているといえる0 この調査地のプロットの

密度分布は図一一－6 のとおりで，相対的な密度の尺度である収量比数 （R y ‥平均樹高を10m として求めた）
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をみても，アカマツ休の最 も一般的な密度管理基準

の収量比数0．7～ 0．8に比 し，著 しく高い収量比数を

もったプ ロットがその大半を占め，収量比数が0・86

をこえるような高密度のプロットでは例外な く枯損

が認められる。 したがって， この 調査地に おいて

は，局部的に過密であることが，下層木に枯損をお

こす主因となっているといえよう。

（ 安藤 貴）

占．タンニン含有量との関係

アカマツの樹皮タンニンについては，部位別にみ

ると樹木の上部および内樹良に多 く，下部および外

樹皮に少な く；樹齢別では幼齢から老齢く羊なるにつ

れて漸減するといわれる。このように，まつ くいむ

しの食害を受ける樹皮，とくに内樹皮にタンニンの

集積が認められているので，異常木と健全木との問

におけるポ リフェノール成分，とくにカテコールタ

ンニンとピロガロールタンニンの含有量のちがいを

しらべて みた。

材料は屋島調査地（健全木 2 木，異常木 5 本）と

堂が岡山調査地（健全木 2本，異常木 3本）で行な

った根系調査木の地上捌毎高部位の材を用いた0 こ

の結果，タンニン含量，とくにせん孔虫の食害部位
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同一 6 屋島調査地のプロットの密度分布

である内樹皮に含まれるカテコールタンニンの含量

は，屋島調査地においては，健全木に比べ，異常木で低い値を示 したが，堂か岡山においては，大きな違い

は認め られなか った 。

屋島調査地においては共同調査時の異常木の中から，かなりの数の枯死木を生じたが，堂か剛 爛 査地に

ぉいては異常木がほとんど枯死 しなかった（図－ 5 ）〇 このことから， しいていえば，内樹皮におけるカテ

コールタンニン含量とせん孔虫の食害，枯損の間に，なんらかの関係があるのではないかということを暗示

してい るよ うに思 われ る。
（ 斉藤 明）

7 ．調査地の土壌

屋島調査地 ：過去の枯損木調査から， 方形プロット（図一 4）で枯損の割合多い所 と少ない 所 がみられ

た。そこでこれらのプロッ トの環境条件を調べて，枯損要因の解析を行なってみた0

屋島調査地は台地上の平坦面で，多少の起伏がみられるが，土壌は全休的にA 層薄 く，堅密な B l 頓につ

っいて，地表下20cm前後から赤色風化物を混在するさらに堅密な B 之層に移行 した痔恵な土壌である。枯損

本数の多少ごとに土壌の断面形態，理学性の調査を行なった結果の一瑠姥計 40に示すが，断面形態，理学

性ともに， 枯損本数に関連 した傾向を見出すことほできなかった0 なお枯損の 多い所では老木が残ってお

り，被圧木の枯損が 目立 っていた0
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表一一40 枯損本数と土壌層位の厚さ，理学性
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堂が岡山調査地 ：昨年度若干の枯損が認められた場所であるが，枯損発生地の立地環境について明らかな

傾向を見出せない。異常木の 2 ～ 3 本葉まっている所で，調査地の代表と思われる場所を調査したところ，

土壌断面形態上マツ林としては良好な土壌であって，表－41に示 した理学性からみても障害を来すような要

因は見あたらない。

表－41
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スラ ッシ ュマ ツ の 材 積 表 の 調 製

都築 和 夫・吉 田 実・ 佐 竹 和 夫

ー4 3 －

1 ． は じ め に

スラッシュマツ （P わl乃∫gJJ如 才Ji E NG E LM ．var．gJJi∂ffよ∠） は，アメリカ合衆国の南 カロライナ州南

部の沿岸平野から，フロリダ州中央部とルイジアナ州東南部におよんでいて（第 1 図）自然生育地の北端は

約北緯33．5度，南カロライナ州のジュージワル トン邦にあると考えられていて，合衆国東南部における最も

重要なマツで樹脂採取のおこなわれる 2種の南部マツのうちの 1 種である。なお，フロリダにおいてのみ知

られてお るス ラッシュマツ （P i乃花∫ggJfo ff～よE N G E L M ．v ar．d g乃∫d LITTLEand DoRMAN）ほ，この

スラッシュマツと区別 されるようになった。スラッシュマツは成長の早い木で，しば しば60年で24～30m の

樹高をもち，幹の直径が75cmにもなるといわれ1）， 外国マツの導入試験においても，この成長の早いスラッ

シュマツは四国地方で比較的有望 とみなされ，高知営林局においても管内の西条，須崎，奈半利の各営林署

において試植された。林業試験場 と営林局はスラッシュマツの成長傾向の把握と合理的施業法の究明を行な

うため，19 60年 4月以来共同研究を進めてきた。 しかし，最も関心の払われる材積については材積表がない

ため，研究上種々不便をかこってきた。
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第1 図 スラッシュマ ツの分布範囲図

（ A g r icu ltu re H a n d b o o k ノV b・2 71 1）に よ る）

しかし，1968年 2月現在で奈半利営林署須川山に植栽 されたスラッシュマツは14年生に達 し，この試験地

のうち，間伐区域の間伐を実施した。この際間伐木と試験地内の標準区外囲林分の優勢木の伐採木より81木

を抽出し，樹幹解析を実施 し材積表を調製した。

さらに，この材積表を高知営林局で調製済のアカマツ材硫表と適合の度合を検討 した結果有意水準 5％で

両者の材砥表の問には有意差は認められなかった0

なお，供試資料は若齢林分の資料のため，直径階の範囲は5 cm～18cmで，今後さらに資料を追加収集し，

より完全なものに調製する予定である。

最後に，この研究にご協力戴いた高知営林局計画課，奈半利営林署の関係の方 ，々とりわけ，計郎 琵試験



ー・4 4 － ・ 昭和43年度林業試験場四国支場年報

調査前係長小野寺技官，現係長吉本技官，係員清水技官には多大のご援助を賜わり誌上を借りてお礼を申し

上げます。

2 ．試 験 地 の 概 要

試験地は，奈半利営林署管内須川山国有林20林政と小粧内にあって，高知営林局が1952年 2月林野庁より

配付された種子を安芸営林署内原野苗畑にまき付け，1953年 3 月奈半利営林署須川苗畑に移植 した0 1954年

2 月スラッシュマツ7，500本（hn当り4，300本）とテーダマツ11，000本（山当り4，000本）が植付けられた。

さらに，1960年 4 月に両樹種の土地条件，仕立本数，伐期と成長 との関連 と病虫害および風の被害を検討

するため営林局署との共同試験として試験地に編入以来，1961年春第 1回，1962年春第 2 回，1963年春第 3

回の間伐を実施 し，各樹種 どとに，1，000本区～4，000本区に本数を調整 した。また，1967年 1 月に，各植栽

密度区どとに，1，000 木区は 1 区，その他ほ 之区づつの標準区を設け， 2 区のうち 1 区を間伐区， 残りを無

間伐区とした。ただし1，000木区は無間伐区である（第 2 図参照）0

f

F ∂
A

∈）

2 ，000 本区

4 ，000木区

1 ，000本区

第2図 スラッシュマツ試験地標準区配置図

奈半利営林署管内須川山国有林

［ヨ紀）
3 ．000木区

植栽密度hα当り本数

本区l

妻董§§§ ∃l

計

植栽面積

弘
0 ．1 9 4

0 ．2 3 6

0 ．2 5 5

0 ．2 0 7

0 ．8 9 2

っいで，1968年 2 月に，各標準区の間伐区に間伐を実施 した。実施 した結果は第 1表～第 2 表のとおりで

ある。

なお表示 した材積は，後述の方法によって調製された材儀表により算出した0
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スラッシュマツの植栽密度区分どとの林況一－・畳表（1968年 2 月現在）
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1 1． 5

1 0 ．9

9 9・ 5 i1 3・ 6

樹高
m

l 氾 当

本数

り

－4 5 －－

主副 合 計

平均

櫛8．6
8 ． 7

8 ． 7

9 ．0

8 ．8

臥5

5・7l（4チ3）】（3：岩）l（茎：帥6・7】8・5

山当 り

袈慣習幹材慧
本数

2 ，9 6 0】4 2 ．5 I 1 9 6 ．7

喜…‡…i……言‡三

3 ，7 3 7

2 ，7 4 1

2 ，4 5 0

2 ，1 2 1

2 ，3 3 1

9 9 0

注）林齢 14年生。副林木の本数，断面積，幹材積の括弧は主副合計の本数，断面臥
する比率。

第2 表 伐 倒 木 内

植栽密度区分

1 ，000本区

処理の別

A

B

A

B

A

間伐 区

無処 理

熱処 理．

間伐 区

間伐 区

熱処 理

熱処 理

t 仝 立 木

数本

ヽ
l
ノ％

4

0

′
h
U
 
O

l
 
l

（

1 7 3

（ 10 0 ）

1 4 5

（ 1 0 0 ）

土4 8

（ 10 0 ）

9 5

（ 10 0 ）

1 0 0

（ 10 0 ）

9 9

（ 10 0 ）

訳（1968年 2 月実行）

伐倒

間伐 木 l枯

木内 訳

木桓木・倒木
2 1

（ 12．8％）
）

％

）

7

4

2

7

1

一

2

●

0

2

1

1

（

（

）

0

爪
U

⊂

J

5′

l

ヽ

4

（ 2 ．7 ）

2

（ 2 ． 1 ）

1

（ 1．0 ）

2

（ 2 ．0 ）

幹材積に対

伐倒 木

全数

；；二…デ）書：；；若）⊇
7

（ 4 ．8 ）

0

（ 0 ）

0

（ 0 ）

2 t

1 5

（ 1 0．3 ）

3 4

（ 2 2 ．9 ）

3 1

（ 3 2 ．6 ）

1

（ 1 ．0 ）

4

（ 2 ．0 ） l （ 4 ．0 ）

5 5 1 7 t 1 5 2

残存本数

1 2 2

（ 74．4％）

1 4 7

（ 8 5 ．0 ）

1 3 0

（ 8 9 ．7 ）

1 1 4

（ 7 7 ．0 ）

6 4

（ 6 7 ．4 ）

9 9

（ 9 9 ）

9 5

（ 9 6 ．0 ）

7 7 2

5 ．供 試 資 料

間伐による伐倒木および試験地内の標準区外囲林分より優勢木を伐倒 し，伐倒木の中から81本を抽出し樹

幹解析をおこない，現在の皮付直径，樹高，材積と， 1年前， 5 年前，10年前の皮内直径，樹高，皮内材積

を算出した。供試史料は第 3 表のとおりである0
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第3表 資試供 料

N o．

A

●

－
．
ヽ
）

′
L
U

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

胸高直径
（ c m ）！樹

1 2 ．0 0 壬

1 3 ．3 5

8 ．0 0

1 4 ．5 0

1 2 ．1 5

1 7 ．1 5

1 2 ． 7 5

1 0 ．9 0

1 3 ．3 0

1 4 ．5 5

1 2．2 5

1 4 ．5 0

8 ． 8 0

1 4 ．3 5

1 3 ．5 0

1 4 ．7 0

1 0 ．0 5

1 4 ．9 S

1 8 ．7 0

9 ．5 0

1 4 ．2 0

1 2 ．3 0

1 0 ．4 0

1 4 ．4 5

1 0 ．6 5

9 ．1 0

1 6． 5 8

9 ．9 1

1 0．0 0

1 1 ．1 6

1 0 ．7 1

5 ．9 9

6 ．5 6

5 ．9 9

6 ．5 6

6 ．7 4

8 ．9 0

1 5 ．3 0

1 5 ．7 5

1 7 ．2 0

1 2 ．5 0

高l 材 積
（m） ！ （ d ）

N o ．

8 ．2 0

8 ．2 0

8 ．4 0

8 ．8 0

7 ．8 0

9 ．9 0

8 ．5 0

6 ．4 5

1 0 ．3 0

9 ．2 0

9 ．9 0

8 ．5 5

6 ．8 0

1 0 ．0 0

8 ．6 0

9 ．8 0

8 ．9 5

9 ．2 0

1 0 ．3 0

8 ．8 0

1 0 ．5 0

9 ．4 0

9 ．1 0

9 ．4 0

9 ．0 0

6 ．9 0

8 ．5 5

8 ．9 5

7 ．6 0

9 ．6 5

8 ．6 5

5 ．1 0

4 ．9 0

5 ．1 0

4 ．9 0

6 ．1 0

7 ．5 0

8 ．6 0

1 0 ．5 0

1 0 ．4 0

8 ．6 0

0 ．0 4 8 1 6 9

0 ．0 5 5 6 7 3

0 ．0 2 2 3 1 7

0 ．0 7 8 9 2 8

0 ．0 4 9 0 9 0

0 ．1 1 5 7 8 0

0 ．0 6 3 6 1 6

0 ．0 3 4 5 7 9

0 ．0 7 8 4 0 3

0 ．0 8 2 2 4 7

0 ．0 5 8 3 6 8

0 ．0 7 6 3 3 1

0 ．0 2 0 4 9 8

0 ．0 9 7 7 5 4

0 ．0 6 3 8 7 4

0 ．0 8 7 3 5 7

0 ．0 3 7 8 9 5

0 ．0 8 3 7 9 0

0 ．1 3 7 9 9 0

0 ．0 3 3 8 1 8

0 ．0 7 9 1 2 6

0 ．0 5 6 5 7 3

0 ．0 4 2 8 8 4

0 ．0 8 0 2 0 4

0 ．0 4 7 2 2 7

0 ．0 2 5 0 5 9

0 ．0 9 9 6 4 9

0 ．0 3 9 6 3 0

0 ．0 3 2 1 7 6

0 ．0 4 9 5 8 5

0 ．0 3 7 2 1 8

0 ．0 1 0 1 0 0

0 ．0 1 1 0 6 3

0 ．0 1 0 1 0 0

0 ．0 1 1 0 6 3

0 ．0 1 3 2 4 2

0 ．0 2 2 3 9 2

0 ．0 9 3 5 4 3

0 ．0 9 9 9 5 9

0 ． 1 1 3 7 2 2

0 ．0 5 5 2 5 7

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

8

0

ノ

．
A

■

A

】

5 0

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

5 8

5 9

6 0

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

6 8

6 9

7 0

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

7 8

7 9

8 0

8 1

胸高直琵m）！樹 高（ m ）

材

1 8 ．1 5

7 ．9 8

9 ．0 2

1 3 ．2 3

1 5 ．6 0

1 2 ．7 0

9 ．6 6

1 0 ．8 4

1 2．0 6

9 ．3 ご

8 ．6 3

1 1 ．4 1

1 2 ．4 4

1 3 ．2 0

9 ．7 6

7 ．1 5

1 2 ；4 0

1 2 ．2 9

1 1 ．2 1

1 1 ．4 0

1 2 ．4 1

1 1．6 0

1 3 ．0 1

1 0 ．8 2

9 ．5 4

9 ．3 2

1 3．4 0

1 1 ．3 7

8 ．6 0

9 ．1 1

9 ．4 7

9 ．1 0

9 ．7 2

1 4 ．6 4

8 ．5 9

8 ．8 2

9 ．6 4

8 ．0 5

8 ．9 6

6 ．4 0

1 0 ．0 0

7 ．9 5

7 ． 1 8

8 ．6 6

1 0 ．1 7

8 ．8 0

9 ．1 0

8 ．5 0

7 ．7 0

7 ．8 5

7 ．5 7

6 ，9 5

1 0 ．1 0

9 ．6 0

8 ．8 0

7 ．8 5

9 ．8 3

8 ．6 5

9 ．4 0

8 ．8 0

9 ．8 0

9 ．0 0

9 ．8 0

8 ．9 2

9 ．6 0

8 ．5 4

8 ．9 5

8 ．1 0

6 ．7 5

8 ．6 0

8 ．5 0

7 ．5 0

8 ．3 0

9 ．9 0

8 ．5 0

7 ．6 0

7 ．7 0

7 ．5 0

7 ．1 0

5 ．6 0

砧
（ d ）

0 ．1 2 4 3 9 0

0 ．0 2 1 3 3 2

0 ．0 2 3 5 4 7

0 ．0 5 5 8 5 8

0 ．0 9 9 1 7 8

0 ．0 5 7 5 1 3

0 ．0 3 7 4 4 4

0 ．0 3 9 3 2 9

0 ．0 4 8 9 1 7

0 ．0 2 9 3 3 9

0 ．0 2 4 8 4 7

0 ．0 3 8 0 7 9

0 ．0 6 4 9 1 3

0 ．0 7 0 3 1 4

0 ．0 3 7 4 3 9

0 ．0 1 7 1 6 5

0 ．0 6 1 2 2 2

0 ．0 5 0 6 3 8

0 ．0 4 4 4 1 2

0 ．0 4 4 9 9 7

0 ．0 5 3 3 0 2

0 ．0 5 0 2 5 5

0 ．0 7 0 6 0 1

0 ．0 4 4 9 1 9

0 ．0 3 7 8 4 6

0 ．0 3 1 4 3 1

0 ．0 6 2 6 4 8

0 ．0 4 3 5 2 2

0 ．0 2 1 3 1 2

0 ．0 2 9 5 2 5

0 ．0 3 1 8 7 4

0 ．0 2 4 6 7 9

0 ．0 3 1 4 8 3

0 ．0 8 8 5 1 1

0 ．0 2 6 4 4 3

0 ．0 2 4 5 1 2

0 ．0 2 8 8 1 7

0 ．0 2 0 5 5 9

0 ．0 2 6 1 9 6

0 ．0 1 0 7 0 5

4 ．調 製 方 法

8 1本の樹幹解析による単木の 1年前， 5年前，10年前の資料を調製貴料に供するため，まず皮付直径材積

を求めるための実験式を決定 し，異常賢料を棄却 し，棄却後の資料を用いて，皮付直径，皮付材積を推定し
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た。さらに，村境哀調製のための適用実験式を決定 し，この実験式を用いて直径階 5．5cm～10．4cm と10．5cm

以上の 2直径級に分け，両直径級をこみして 1本の材積式で調製できるかどうかを検討 し，最後に，調製さ

れた材積表と既往高知営林局調製済のアカマツ材積表と既往高知営林局調製済のアカマツ材積表との適合度

の検定をおこなった。

仙皮付直径 と皮付材硫の推定

8 1本の樹幹解析木より，皮付直径 と皮付材積を推定するため，第 4 表のように4 種の実験式の計算をおこ

ない，残差分散の最小なY ＝α十bx を皮付直径， 皮付材積推定のための適用実験式に決定し，欝 5 表，欝

3 隊l～第 4図のように棄却帯を計算し異常賓料を棄却 した。この際，分布範囲外にある奈料 N o．2 ， N o．

4 ，N o．21，N o．53，N o．61と異常資料N o．49を棄却 した。

第4 表 皮付直径 と皮付材積の推定

皮付 直 径 の 推定

実験 式

Y ＝ a ＋ b x

Y ＝ a X む

Y ＝ a e む∬

Y ＝aXむ1。一昔

実験 式 l

推定 式 残差 分 散

D 刃＝ 0．3 16 2 8 0 0 ＋ 1．1 3 4 6 5 6 D 才

l o g D 丘＝ 0．0 9 5 2 2 0十 0．9 7 1 0 8 5 2 10 g D 才

l o g D ．p ＝ 0．6 1 24 3 5 6十 0．1 0 1 3 2 6 7 D ∫

1 0 g D 月．＝ 0．0 4 4 2 14 50 十 1．0 0 8 24 010 g D J－ 0．1 4 1 1 0 0・1／D ∫

皮付 材 積 の 推 定

定 式

1 ／（Ⅴ才・10 4）

0 ．0 9 4 0 0 5 6 5 5

0 ．1 0 0 6 5 4 6 2 4

0 ．3 9 7 2 4 2 2 9

0 ．1 7 6 9 4 7 4 3 5

残差 分 散

Y ＝ a ＋ b x

Y ＝ b x む

Y ＝ a e b ∬

Ⅴ々 ＝0 ．00 1 0 8 4 2 0 0 ＋1．30 6 9 2 3 V ∠

1 0 g（Ⅴ月・10 3）＝0．8 12 2 5 0 0 十 0．9 7 6 2 4 8 610 g（ V f・ 10 4）

注）D b ＝皮付直径

皮付

皮内直径
D J

…Cmi

8

1 0

1 2

1 4

1 6

1 8

2 0

D ∫＝皮内直径 V b ＝皮付材積 Ⅴ∠皮内材杭

第5 表 棄 却 帯 の 計 算

直径

砦窪笥 ID月十ts支

了言㌢1

5 ．4 9 c m

7 ． 7 5

1 0． 0 1

1 2． 2 8

1 4．5 5

1 6． 8 3

1 9 ． 1 1

2 1 ．4 0

2 3．6 9

D ．丹－ tS豆

4 ．2 1

6 ．4 9

8 ．7 7

1 1．0 4

1 3 ．3 1

1 5 ．5 7

1 7 ．8 3

2 0 ．0 8

2 2 ．3 3

皮付

皮付材積
V f

0 ．01 d E

§…§喜垂
0 ．0 6

0 ．0 7

0 ．0 8

0 ．0 9

推定皮付材積
Ⅴ月

0 ．0 1 4 1 5 3 Ⅰゴ

0 ．0 2 7 2 2 2

0 ．0 4 0 2 9 1

0 ．0 5 3 3 6 1

0 ．0 6 6 4 3 0

0 ．0 7 9 4 9 9

0 ．0 9 2 5 6 9

0 ．1 0 5 6 3 8

0 ．1 1 8 7 0 7

Ⅴ月十ts吏

0 ．0 2 0 9 5 6 Ⅰゴ

0 ．0 3 3 9 9 6

0 ．0 4 7 0 4 2

0 ．0 6 0 1 0 8

0 ．0 7 3 1 8 9

0 ．0 8 6 2 8 6

0 ．0 9 9 4 0 1

0 ．1 1 2 5 3 1

0 ．1 2 5 6 7 7

6．3 2 1 2 0 3 8 7 ・ 1 0 ‾ 5

6．3 8 2 1 4 5 3 5 ・ 1 0 ‾ 5

3 ．6 6 2 3 4 9 7 3 ・ 1 0 ‾ 3

6．6 0 0 2 3 1 9 6 ・ 1 0 ‾ 5

V カー tS哀

0 ．0 0 7 3 4 9

0 ．0 2 0 4 4 8

0 ．0 3 3 5 3 9

0 ．0 4 6 6 1 4

0 ．0 5 9 6 7 1

0 ．0 7 2 7 1 1

0 ．0 8 5 7 3 6

0 ．0 9 8 7 4 4

0 ．1 1 1 7 3 6
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そして，再度異常資料を除いた残りの75本の資料を用いて，皮付直径，皮付材積推定のための推定式を第

6 表のように決定 した。

第6 表 棄却後の皮付直径，皮付材積の推定式

項目

皮

皮

付直 径

付材 積

推定 式

D む＝ 0・ 28 3 3 67 十 1・ 1 3 5 1 8 9 D Z

V む＝ 0・ 0 0 1 4 5 1 十 1・ 2 9 4 8 8 9 V f

残差 分 散

0 ．0 6 8 7 7 6 7 1 2 3 2

2．5 6 2 6 0 2 7 3 9 ・ 1 0 ‾ 5

っぎに，75本の樹幹解析によって得 られた 1年前， 5 年前，10年前の皮内直径，皮内材積に対する皮付直

径，皮付材積を欝ほ の推定式を用いて胸高直径5・5cm以上のもの228個（直径階S・5cm～10・4cm127個，直径

階10．5C皿以上，101個）について第 7 表（50，51頁）のようにもとめた0

（ 21 材積表の調製

調製にあたっては，棄却後の資料228個（直径階5・5Cm～10・4cm 127個・直径階10・5Cm以上101個）の資料を

用いて第 8表のように実験式の計算をおこない，残差分散の最小な実験式Ⅴ＝10αD む1H 如を適用実験式に決

定した。

第8 表 適 用 実 験 式 の 決 定

実 験 式1 式Ⅴ＝a ＋b（ D 2 H ）

2 式 Ⅴ＝a＋b lH 十b2D 2十b3D 2H

3 式 Ⅴ＝10αD む1H 叱

推定

Ⅴ×106＝37 6 2．52 2十38．32 6 69（D 2H ）

Ⅴ× 10 6＝ －54 8 7．9 2 5 ＋9 0 6．3 2 4 H 十1 6 6．5 2 4 6 D 2
十2 0．0 0 4 2 3 D 2H

l o g（Ⅴ・106）＝ 2．04 5 2 7 4＋ 1・ 90 1 8 13 410 g D
十0．6 3 40 1 8 410 g H

残差 分 散

0．8 1 5 0 1 5 ・ 1 0 ‾ 5

0．1 4 6 5 8 ・ 1 0 ‾ 4

0．5 5 9 0 6 5 ・ 1 0 ‾ 5

さらに，直径全体をつうじてこの実験式の適用が可能かどうか，既往調製済材積表の直径級の区分に準じ

て，一応 5．5Cm～10．5Cmと10．5cm 以上の直径級に分け，分散の一様性の検討を実施した0 すなわち，等分散

の検定ほ普通のF 検定（帰無仮説はげ12＝♂22，対立仮説はの2≧の2）と違い，対立仮説がの2キα23 であるので

両側検定を行なうことになり，2．5％の値と比較 し95％ 信頼度の判断が生れる2）といわれ，このような方法

で実施 した分散の一様性の検定の結果は第 9表のとおりで，両直径級の分散の間には差があった0

なお，自由度 124， 98 のF 分布表の値を一次補間法を用いて算出すべきだが，自由度の小 さい方である

1 00，90の値1．50と比較 して安全側で検定した0

第9表 分散 の 一様 性 の 検 定

′－一 － －・・・・・・・・・・・・・－－‾I ‾■‾‾■1■▼■■■■■■■■▼‾

直径 級
（ c m ）

自由 度

5．5 ′｝ 1 0 ． 4

1 0．5以上

1 2 4

9 8

平方 和

0 ．0 8 3 4 6 9

0 ．0 3 7 7 5 5

F ＝ 1・74857 1＞ F l冒呂（0・025）＝1・50

平均 平 方

0 ．0 0 0 6 7 3

0 ．0 0 0 3 8 5
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第7表 材 積 表 調 製 資 料

N o．1～127 胸高直径 5．5cm～10．4cm ，N o．128～228 胸高直径10．5cm以上

N o ．

1

2

3

4

01

11
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そこで，各直径扱ごとに算出した回帰定数，回帰係数を用いて第10表のように直径級別材積推定式を決定

し，さらに直径級間の継目は3 点平均 し材横表の数値を算出した。しか し，この数値が対数式をもとにして

真数に変換 した材硫であるため，修正係数（1．00179）を乗 じ材積蓑の数値を修正し， 第11表のように材積

表を決定 した。

第10表 直径級別推定式の決定
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0．2 2 4 1 7 3 ・ 1 0 ‾ 5
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1 2

M 5郎53

1 3

…；………………l：‥：；；；こ；

1 4

5 ．材積表の適合度の検定

村田表の適合度の検定については，これまで主としておこなわれてきた次式による適合度の検定き－5）を，

既往，高知営林局で調製済のアカマツ材積表と，このスラッシュマツ材前表についておこなった0 この方法ほ

匝順による検定で，節5図のようにY 軸にアカマツ村椿，Ⅹ軸にスラッシュマツ材積をとり，そオ1ぞれ相対

応する点をプロットすると，両材積表の数値が一致すjlば原点を通る45皮の直紀上にそオtらの点はのり，Y

＝Ⅹ（すなわち，Y ＝a 十b x なる関係式でa＝0，b ＝1）という関係になり，スラッシュマツの材積表で Y ＝a

＋bx の回帰式を作 り，スラッシュマツより推定 したa，もの値がa＝0，b ＝1と有意な差の有知を吟味 し，差
へ
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がなければ適合 していると推論する方法である。
＜ ノヽ
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第5図 材 棍 表 の 適 合 度

その結果・ 供試資料の直径階の範囲内では有意水準 5 ％で両方の材積の問に有意差は認められなかった。
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天然更新試験地におけるスギ種子の落下数 とその発芽率について

－W－魚梁瀬営林署管内の千本山および小屋敷山天然生林択伐試験地の調査の一環としてい

吉 田実

はじ め に

高知県東部の魚梁瀬営林署管内には，天然生のスギ林分に択伐作業を実施し，択伐林型に誘導するための

試験地として千本山と小鼻敷山の 2試験地がある。 これら両試験地で，昭和 42（1967） 年度に択伐を実施

し，その後地床のかきおこし等の処理をおこない，天然下種による植樹の発生および消長の実態与明らかに

するための調査を計画した。

また，同時に種子の落下の実態を把握するため，試験地内の各所に種子の採取網を設置 し，昭和42（1967）

年度から 5 か年の予定で，種子の落下数の推移を知るための調査を実施 している1）0

この報告は，昭和42（1967）年度の当支場年報で報告した「スギ種子の落下量について」に続 くものであ

り，スギ種子の月別落下数の第 1 年目（1967年10月より1968年 4 月まで）および第 2 年目（1968年10月より

1 969年 4 月まで）の推移と，第 1 年目の月別に落下 した種子の発芽率および充実率を調べたものである0

この試験をすすめるにあたり，高知営林局計画課および魚梁瀬営林署の関係各位には深いご理解とご協力

をいただき，とりわけ魚梁瀬営林署中川担当区主任大原敏喜氏ならびに経営課長高田弘之氏には，多大のご

援助を賜わっていることに心からお礼を申しあげる。

スギ種子落下の期間と落下数の推移

1 ．試験の経過

この試験を始めるにあたり，まえもって種子採取の開始および終了の時期を検討したが，－－一応 常識的な

期間として，その年の10月から翌年の 4月までとして調査を開始 し，場合によっては試験の途中で開始，終

了の時期の変更もありうることにした。

＿種子の採取は， 1 m 四方の鉄線で作 った枠に綿布の袋をつけた種子採取網でおこなった。種子採取網は，

四隅を木柱で支え，地上に袋がぶ ら下るようにし，落下した種子が風で飛散しないように，底を固定した0

この採取網は，小屋敷山に30か所（中央を流れる谷を境に南面をA 区，北面をB 区として，15か所づつ設

置）千本山に 5 か所，計35か所をランダムに設置 した0 千本山に種子採取網の設置が少ないのは・ ′N 室数山

と比較 して地形が単純であり，かつ，面積も％程度だったからである。

網の配置は，10月 1 日からの落下種子の採取がおこなえるように，9 月末 日までには終えるようにしてい

る。毎月の落下種子の採取は，その月の末 日におこない， 4 月末 日まで毎月おこなうことにした0

このようにして採取 した種子は，試験地，位置，樹種の，おのおのについて記録 しているが，ここでは試

験地別にスギについての分析結果のみを報告することにする。
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2 ．試験結果と考案

この試験地におけるスギ種子の落下の状態は，第 1表および第 1図のとおりである。

第1表 月別落下スギ種子数の年別移推
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両年度における月別の落下種子の傾向は，概ね正規分布のような形を示 した。また，試験第 1 年目が魚梁

瀬地方の豊作年にあたり，第 2 年日は不作年にあたっていたが，両試験地における年別の落下種子数の傾向

にも同様の傾向が窺えた。ただ，試験第 2年 目には，豊作年だった前年に くらべて，月別落下種子数の傾向

に若干の凹凸がみられたが，これは絶対数が少なかったために生 じたものと思われ，全体的には滑 らかな線

になるよ うであ る。

試験地，調査年のいずれにおいても，結実状態の違いで，落下種子数に着るしく差はあるが，11月から翌

年の 1月までに落下種子数の最大値があった。また，2 月の値よりも3 月のそれが急激に減少する傾向があ

るように思われ る。

これらのことから，落下種子の採取期間は，これまで実行 してきたように，10月に開始して 4 月に打切る

よりも， 1 か月短縮 して 3 月に終了するように変更 しても妥当なように思われた。

Ⅱ月別スギ落下種子の発芽率と充実率

1 ．試 験 の 経 過

いかなる時期に落下するスギの種子が，最も優れた（活力のある）種子であるかを知るために月別スギ落

下種子の発芽率と充実率の調査をおこない，さらに，月別落下種子数の推移と発芽率，充実率の関係を検討

した 。

発芽率 と充実率の試験は次の要領によ＿り実施 した。

供試 種 子 ：1967年10から1968年 4 月までに落下 した種子。

種子の貯蔵 ：ポ リエチレン袋に入れ，50c の冷蔵牽に保管。

種子の消毒 ：ウスプルン1000倍液に24時間浸漬。

試験 方 法 ：250c の恒温器で，発芽皿を使用。

試験 期 間 ：1969年 3 月25日より5月 8 日まで44日間。

供試種子数 ：各月100拉を単位とし， 3 回線 り返 しをすることとしたが，落下種子の少ない月は，100粒以

下でおこなった。

発芽 率 ：根端が 2 皿m以上に達 した種子を発芽粒とし，未発芽粒は％粒として発芽粒に加算 し，これを

供試粒で除 したもの（未発芽粒とは，発芽試験中には発芽 しなかったが，その種子は健全で，今後発芽の

可能性のあるもの）。

充実 率 ：発芽粒，未発芽粒，不発芽拉の合計を供試枚数で除 したもの。（不発芽粒とは，すでに発芽

力をうしない，腐敗 しているか，または胚および胚乳あるいほ子葉の変色 して，今後，全 く発芽する見込
ヽ

のない もの2））。

発芽粒の調査ほ，原則的に 2 日毎におこなうことにして，発芽粒と記録されたものは発芽皿より摘出し，

試験完了と同時に残 りの種子を切断 して，種子の内容を調査 した。

2 ．試験結果と考察

試験結果は，第 2蓑および第 2 図のとおりである。

発芽率，充実率とも，月別落下種子と同様正規分布のような形を示 した。すなわち，月別発芽率 と月別落

‾F種子数の問には強い相関々係が認められ，種子の落下数の多い月のもゐほ発芽率が高いということが，認

められ た。

このように，落下数の多い月（時期） の発芽力の優れていることば，テーダマツ（P 才乃～‘＝ αgdαL．）に



昭和43年皮林業試験場四国支場年報 n 5 7 M

ぉいても認められており釦， 他の樹種においても同様な傾向があるものと思われる0

また，発芽率と充実率の閑係は，落下種子数の多い11月から2 月までの種子の間にほ，あまり差は認めら

れないが，その他の落下数の少ない月のものは，充実率よりも，発芽率がかなり劣っていた0 これは落下数

の少ない月の種子の活力が，多い月のものより劣ることによるものと考えられる0

なお，2 年目に落下 した種子の発芽率等の調査は，目下実行中である。

第2 去 月別落下スギ種子の発芽率と充実率
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T C A のススキ枯殺効果におよぽす潅水の影響

斎藤 明 ・ 安 藤 貴

はじ め に

ー5 9 －

省力の見地から，育苗，下刈 りならびに地掃えの三つの場面で除草剤が利用されるようになったが，除草

剤を用いる場合には，雑草の構成，植栽木等の種類，散布時の天候，土壌条件，植生の交代，あるいは薬害

などを充分に考慮 した上で，除草剤の種類，剤型，散布時期，あるいは散布量を決定して実施することがそ

の最大の効果を期待するためにも要求される。

たとえば，当支場で今までにおこなったススキ生地枯殺試験で得られた枯殺効果の資料においても，塩素

酸ソーダとT C A の二つのちが ったタイプの除草剤 に対 し，その散布時期によって枯殺効果に優劣があり，

またその傾向が除草剤のタイプによって一一貫性を欠き，効果の発現の状態がまちまちである場合があった。

しか し，これ らの資料を散布 日前後の降水量との関係において検討を加えると除草剤の散布当日あるいはそ

の前後 2 日間にある程度の降水のあった場合にT C A の効果がいちじるしく，降永のなかった場合に塩素酸

ソーダの効果がす ぐオ1 ているという傾向があきらかに認められた。

そこで，ススキ生地に対するT C A の散布時期および散布 日前後の降水と枯殺効果の関係を明らかにする

ため，散布日前後に港水をおこない，その効果を調べた。

1 ．材 料 と 方 法

試験地ほ，林業試験場四国支場（高知）の構内の－・区画で，上木のない 日あたりの良い南向き緩傾斜地の

ススキ（チガヤも含む）群生地である。

供試薬剤は，ウェルゼン50（T C A 50）で，散布量はd あたり15 8 （αあたり1500 9 ）であった。

薬剤の散布時期は，1968年の 1 月， 3 月， 5 月の 3時期でおこない，各散布時期とも，試験区にほ雨水の

浸入を防 ぐため面積 1 Ⅱぞの簡単な屋根つきビニールハウスを 10個設置 し， 所定の時期に所定の水量を潅水

し，散布時期による効果のちがいを諏査すると共に，漕永時期によるちがいをも調査した。なお， 3月と5

月の散布時期にはすでに新薬の展開がはじまり，草丈も相当に大きくなっていたので，薬剤散布の際にはハ

ウス設筐の都合から－・度刈 り払 って試験をおこなった。

潅水時期は，ハウス設置後 6 日目（薬剤散布前 日）， 7 日目（散布当日）， 8 日目（散布翌 日）ならびに16

日目（散布後 9 日目）の 4 時期とし，漕水 しない区も用意した。したがって，各処理とも1 Ⅰゴの 2 回繰返 し

であ った。

湧水量は，ポあたり10ゼで，これは10肌の降水量に相当する。潜水方法は如露でおこない，薬剤の散布方

法は，手まきで均一－・におこなった。

ハウスのとりはらいは，ハウスの設置後36日目に統一・し，その後は自然状態にもどした。

調査は，1968年の10月 2 日におこない，散布時期別，潅水時期別に地上部をXUり取り，ススキ，チガヤと
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広葉雑草に分け，かつ生活休と枯死体とに分けてその生重量をはかった。

2 ．試験の結果 と考察

各散布時期どとに，枯殺効果にあたえる潅水の影響を地上部生重量で示 した結果は，表 1～ 3 のとおりで

ある。なおススキ，チガヤの枯殺効果によって，広葉雑草類への移行がみられたので，その種類もあわせて

表示 してある。

効果の判定は，各処理区のススキ，チガヤの地上部生重量の試験区近辺の無処理区のススキ，チガヤの地

上部生重量に対する重量パーセン トから，99％以上のとき（十），95～99％ のとき（ 1 ′），75～95％ のとき

（ 1 ），50～75％のとき（ 2 ），25～50％のとき（ 3 ）， 1 ～25％のとき（ 4 ）と判定 した○

なお，試験区近接のススキ，チガヤの地上部生重ゐ現存量は，d あたり1520 昏で，広葉雑草はなかった。

またハウス内とハウス外の気温のちがいは， 3月では最高気温がハウス内で5 ～ 8 0 C はど高 く最低気温

には差がなかった。 5 月では，最高気温がハウス内で 10～150 C ほど高 く最低気温にははぽちがいがみとめ

られなかった。したがって高温による雑草への影響 も当然あったと考えられる。

表1 ～3 からあきらかなように，とくに表－ 1 において，無処理区との比較における枯殺効果の判定が，

薬剤の散布前 日から 散布翌 日までの間に10皿 相当の潜水処理をした試験区で枯殺効果が 非常にす ぐれてい

た。なかでも地上部生重量による具体的な数字から，薬剤散布と同時に建水処理をおこなった試験区でもっ

ともす ぐれた効果がみとめられた。薬剤散布後 9 日目に湧水処理をした試験区では，数段の効果の減退がみ

られるようになり，ハウス設置期間中無潜水の試験区となると， ほとんど効果がみとめられ な くなってい

る。

散布時期ごとの枯殺効果を比較検討 してみると， 3 月散布 と5 月散布の効果は，各港水処理区ともほとん

ど同 じ結果がみとめられた。また 3 月散布と5 月散布の効果は， 1月散布の効果と比べて，薬剤散布前日か

ら翌 日までの間に潜水処理を した試験区において劣っている。これはT C A が接触毒 と移行毒，棍からの吸

収毒の作用を有する除草剤であることから， 3 月散布と5 月散布の試験で，ハウス設置の際に茎葉のXuり払

い処理による影響，すなわち接触毒と移行毒の作用がのぞかれたことによる結果であるとも考えられるが，

各散布時期どとの試験とも，潅水処理を薬剤散布後 9 日目におこなった枯殺効果が一定であるので相対的に

1 月散布の効果がす ぐれているといえるようである。

この試験から，T C A を造林地の下刈りあるいは地掃え等の目的で，ススキ，チガヤ等の枯殺に使用する

際には，その薬剤散布の時期を， 5 月あるいは 3 月よりは 1 月にすること。また薬剤散布予定 日の前 日に降

水の見込みがある場合に実施することが好ましいようである。

あと が き

造林地における除草剤の施用にあたっては，過去にも天候等について充分注意をおこなってきたのである

が，たとえば降水が，実際にどの程度の効果に対する影響を有するものかば不明であったが，この試験に関

するかぎり，T C A の枯殺効果が，潅水によって大 きく影響を受けるものであることがあきらかとなった0

したがって，T C A の散布に際しては，より一層 ，散布当日前後の天候を考慮した上で実施する必要がある

と考えられる。
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表－ 1 1 月 散 布 試 験

ー6 1 叫

漕水時期

散布前 日 ！

（1 ． 2 2 ） ！

散布当日 1

（ 1．2 3 ） ‡

散布翌日

（ 1 ．2 4 ）

散布 9 日目

（ 2 ． 1 ）

餌潅 水

効果

地上 部 生 重＿＿虹 【▼
言募 享 l 広葉雑草

2 6 5 3 2 5

l

4 1

4

1 7 5

543

8 0 0

血

4 5 0

広葉 雑 草 の 種 類

キク科，アレチノギク，ダンドボロギク，アキノノゲシ，
ヒヨ ドリバ ナ

フウロソウ科，ゲンノショウコ

アカネ科，ヘクソカズラ

マメ科，ノササゲ，ツルマメ

スイカズラ科，ニンドゥ

ツエクサ科，ツユクサ

イネ科，アシポソ，コブナグサ

カニクサ科，ツルシノブ

他2 種

キク科，ダンドボロギク， ヨモギ ，アザ ミ

フウロソウ科，ゲンノショウコ

アカネ科，へ クソカズラ

マメ科，ノササゲ，ツルマメ

スイカズラ科，ニンドゥ

イネ科，コブナグザ，キンエノコロ

カニクサ科，ツルシノブ

他3 種

3 9 5

4 3 5

l

1 1 4 0 2 6 0

（ 1月16日ハウス設定）

キク科，アレチノギク，ダン ドボ
アザ ミ

フウロソウ科，ゲンノショウコ

アカネ科，へクソカズラ

マメ科，ツルマメ

スイカズラ科，ニンドゥ

！ツエクサ科，ツエクサ

芋イネ科，アシボソ，コブナグサ
I

j カニクサ科，ツルシノブ

；他 4 種

ロギ ク，アキ ノノゲ シ，

キク科，アレチノギク，ダン ドボロギク

フウロソウ科，ゲンノショウコ

アカネ科，へクソカズラ

マメ科，ノササゲ

スイカズラ科，ニンドゥ

ツユクサ科，ツエクサ

アケビ科，アケビ

二但3 種
キク科，アレチノギ ク， ヒメムカシ ョモギ

フウロソウ科，ゲンノショウコ

アカネ科，へクソカズラ

マメ科，ノササゲ，ツルマメ

スイカズラ科，ニンドゥ

ツエクサ科，ツユクサ

イネ科，アシボソ，コブナグサ

カニクサ科，ツルシノブ

他3 種
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液水時期

散布前日 i

（ 3 ．1 8 ） i

散布当日

（ 3 ．1 9）

効果
ス

チ
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表－ 2 3

地上 部 生 重
（ 8／ぱ）

募書 i 広葉雑草

5 5 5

（ 枯3n）

4 年5

（ 枯20）

散布翌 日

（ 3 ．2 0 ）

散布 9 日目 ；
l

（ 3・ 2 8 ） I

無潅 水 ＋

4 0 0

（ 枯 5 ）

7 4 8

1 6 8 0

（ 枯25）

1 3 0

1 5

8 5

1 4 0

4 5

（ 3月 13日ハウス設置）

月散 布 試

広葉 雑 草 の 種 類

キク科，ダンドボロギク，ヨモギ，ヒヨドリバナ

アカネ科，へクソカズラ

ツユクサ科，ツエクサ

イネ科，アシボソ，メヒシバ，キンエノコロ

トウダイグサ科，アカメガシワ

キク科，ヨモギ

アカネ科，へクソカズラ

スイカズラ科，ニンドゥ

イネ科，アシボソ

トウダイグサ科，アカメガシワ，コミカンソウ

キク科，ヨモギ，ヒヨドリバナ

アカネ科，へクソカズラ

イネ科，アシボソ，キンエノコロ

トウダイグサ科，アカメガシワ

イパラ科，ナガパワレモコウ

他2 種

キク科，ア レチノギク，ダンドボロギク， ヨモギ，
ヒヨ ドリバ ナ

フウロソウ科，ゲンノショウコ

アカネ科，へクソカズラ

スイカズラ科，ニンドゥ

イネ科，アシボソ，コブナグサ，キンエノコロ

トウダイグサ科，アカメガシワ

オトギ リソウ科，オ トギ リソウ

他1種

キク科，ヒヨドリバナ

アカネ科，へクソカズラ

トウダイグサ科，アカメガシワ

イネ科，キンエノコロ

他1種
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表－ 3 5 月 散 布 試 験

漕水時期

散布前日

（ 5．2 0 ）

散布当日

（ 5 ．2 1 ）

散布翌 日

（ 5 ．2 2 ）

散布 9 日日

（ 5 ．3 0 ）

触港 水

効果

地上 部 生 重
＿仰（旦（d ＿）＿▼＿

スス キ
チガ ヤ

9 5

（ 枯30）

4 5 0

（ 枯30）

5 0 5

1 0 9 0

1 1 2 5

（ 5 月14 日ハウス設置）

l 広葉雑草

1 2 5

1 5 5

2 1 0

9 0

－63 －

広美 雑 草 の 種 類

キク科，ヨモギ，ペニニガナ，ヒヨドリバナ

アカネ科，へクソカズラ

マメ科，スズメノエンドウ

イネ科，アシボソ，

他2 種

コブナグザ ，キンエノコロ

キク科，ヨモギ

フウロソウ科，ゲンノショウコ

アカネ科，ヘクソカズラ

ツエクサ科，ツエクサ

イネ科，アシボソ，キンエノコロ

トウダイグサ科，アカメガシワ

キク科，アレチノギク，ダンドボロギク，ヨモギ

アカネ科，へクソカズラ

ツエクサ科，ツエクサ

イネ科，アシボソ，メヒシバ

トウダイグサ科，アカメガシワ，コミカンソウ

他1 種

キク科，アレチノギク，ヨモギ

トウダイグサ科，アカメガシワ

イネ科，キンエノコロ

他1 種

7 0

キク科，ダン ドポロギク，アキノノゲシ，ヨモギ，
ヒヨ ド リバ ナ

アカネ科，へクソカズラ

スイカズラ科，ニン ドゥ

ツエクサ科，ツユクサ

イネ科，アシボソ

トウダイグサ科，アカメガシワ

他1種
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2 月
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昭和44（1968）年度における研究業績

一丁7 － ・

分類 ！

育種

〝

造林

〝

〝

〝

〝

〝

土塊肥料

〝

〝

〝

土塊調査

経営経済

′／

測定およ
び施業

樹病

〝

〝

昆虫

′′

〝

名

血清学的にみた日本産マツ類の品種間差異

四国地方におけるヤマハンノキおよびケヤ
マハンノキの生長調査

スギ助命林の 4 月から11月までの現存量の
変化

二段林の現存量と生産構造の一例

四国地方における昭和42年度の寒害の実態

成立密度の異なるスラッシュマツ林の生長
解析（予報）

密度管理

再び四国地方の寒害について 一昭和42年
皮の寒害の実態 と四国地方寒害発生予想地
域－1

水配状態を異にした古畑土壌毎の肥効につ
いて

苗木の形状，土壌ごとの肥培効果について

肥培林の成長経過の一例

植栽密度ごとの施肥効果について

土地分類訳本調査「丸亀」図幅の土塊調査

喜調夢詮議浣券鼓そ1地域振興と林業璃知
さ嘩定森林地域大規模開発調査事業報告書
j（昭和43年皮）
l

スラッシュマツの一材積表の調製について

スギ赤枯満とその薬剤防除について

スギ暗色技枯病の発生誘因について（第 2
報）－－土壌の探さと発病との関係一

巨大なるクロマツのてんぐ巣病

アカシヤ席を加害するミノガ類の生態調査
Ⅰ密度の推定と食菓量についての予備調
査

マツ林における無せ きつい動物の群集構造
Ⅰ調査の方法と採集した動物

四国地方におけるマツカレハの生態（第 1
報）－特に高知市付近における営繭時期 と
恥の期間の関係一

梶が森のこん虫 1 カミキリムシ

著者 名

明

仁
興

貴
堆

貴
堆
明
彦

明
貴

貴
明

貴

貴
明

倫
寛

郁

郁

秀

藤

本
内

藤
内

藤
内
藤
辺

藤
森

藤
藤

森

藤
藤

斎

宮
竹

安
竹

安
竹
斎
渡

奈
安

安
斎

安

安
斎

」＿至

下野園 正

岩川 雄幸
下野国 正

下野国 正
岩川 雄幸

下野国 正
岩川 雄幸
吉田 桂子

井上輝－・郎
岩川 雄幸

都築 和夫
高木 唯大

井上 一郎
太平 英軒
坂本 格
都築 和夫

都築 和夫
吉田 実

陳野 好之

陳野 好之
他2 名

陳野 好之

越智鬼志夫

越智鬼志夫
他2 名

五十嵐 豊

越智鬼志大
仙15名

名t巻号

林木 の 育 種

日林 関西 支講

日林 講

〝

日林 関 西 支講

〝

版

友

出

林

林

知

農

高

日林 講

日林 関 西 支講

〝

〝

経済 企 画 庁
丸亀図幅の国土
調査

日林 関西 支講

林野 庁

日林 閑！西 支講

林業 と 薬 剤

日林 関西 支講

森林防疫
ニュ ー ス

日林 講

林試 研 報

日林 関 西 支講

げん せ い

1

8

－
一ヽ

U
 
l

7 9

〝

1 8

ノソ

705

7 9

1 8

〝

〝

1 8

1 8

5
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2

1

1 7

（ 1 2 ）

7 9

2 1 7

1 8

1 8

年月

1 9 6 8 ． 9

1 9 6 8 ．1 0

1 9 6 8 ． 4

〝

1 9 6 8 ．1 0

〝

川
…

3

8

9

′
n

）

′－
U

q

ノ

9

1

1

1 9 6 8 ． 4

1 9 6 8．10

〝

〝

1 9 6 9 ． 3

1 9 6 8 ．1 0

1 9 6 9． 3

1 9 6 8．1 0

1 9 6 8 ． 6

1 9 6 8 ．1 0

1 9 6 8 ．1 2

1 9 6 8 ． 4

1 9 6 8．1 0

1 9 6 8 ．1 0

1 9 6 8 ．1 2
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昭和43年度林業試験場四国支場年報

研修 お よ び 指 導 等

安藤 貴

内容

林分の密度管理講習会講師

間伐講習会講師

〝

〝

／／

〝

′′

〝

都築 和 夫

林業教室講師

場所

愛媛県上浮穴郡久万町

高知県幡多郡三原村

〝高岡郡仁淀村

〝土佐郡土佐村

〝安芸郡馬路村

〝高岡郡梼原町

〝〝 東津野村

徳島県徳島市

香川県大川郡白鳥町

病虫 獣 害 鑑 定 と 防 除 指 導

内訳

国有 林 関 係 6

公民 有 林 〝 21

針葉 樹 22

広葉 樹 5

2

2 2

4

依頼 先

久万 町

高知 県

′′

〝

′′

′′

東津 野 村

徳島 県

香川 県

5 3

沿革

1 947（昭22）年12月 1 日 大正試験地を併せ林業試験場高知支場発足，位置を高知市丸の内9 ，高知営林局

構内に置 く。

1 954（昭29）年 4 月 1 日 大正試験地を廃止。

1 959（暗34）年 7 月 1 日 林業試験場四国支場と改称。

1 962（昭38）年 4 月 9 日 高知営林局庁舎改築にともない仮庁舎の位置を高知市丸の内5 （旧農林省高知統

計調査事務所跡）に移す。

1 964（昭39）年 3 月29日 高知市朝倉字行宮の森の新庁舎に移転。

1 964（昭39） 4 月15日 落成式挙行。
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試験 地 一 覧 表
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